
水柚中にVibrio磯を注入した場合にも筋肉注射を行なった場合と同棟な結果であり卵3表

に示した如くそれぞれ閑の強弱によりへい死した日時が一定でなく、また筋肉注射のようにへい

死するまでに用する時間が短時間でなく3～7日間用した。しかし閑株1－6－25では注入後

24時間前後でへい死を見た。

この実験におけるVibrio薗愚が×10程度でありそれぞれ感染へい死することが判明した。

ニトロフラン誘導体の魚体えの影響試験

本実験においてはアジ、イサキを供試魚とし各濃度のニトロフラン誘導体AF-2、キューラ

ンの経口投与及び筋肉注射を行ない、それぞれの濃度による薬剤の副作用について奨験を行なっ

た。又一部について体内（鵬内）渡度についても測定した。

実験方法

供試薬剤としてAF-2、キューランを用い供試魚イサキ、アジは大阪湾で捕獲し35ocmx

35Ocm×5ocmの屋内コンクリート水槽で飼育後実験室内の6ocm×3ocm×45cm角型ガラ

ス水梢に水湿6oeとし5～7尼それぞれ収容し水柑内の海水はエアーリフト570cc/min

で蘭環せしめ水温22'C～28．Cで実験を行なった。

凝口投与の場合冷凍カタクチイワシの解凍したものを体菌当りの10％とし、AF-2、キュ

ーランを均一に混ぜ合せた添加餌料を’日1回投与した。筋肉注射の場合は背蕪部と側線との

巾IⅢよりや狸上位に行ない、その跡にマーキュロム液をぬった。

体内濃度の測定については、Bioassay法を用い阻止円の形成により測定した。

飢察方法

経口投与及び筋肉注射を行なったものは毎日対照区のものと比較しそれぞれへい死したものが

粟剤による副作用によるものであるかどうかを確かめた。

実験結果

まず供拭魚の体内漫庇の薬剤(AF-2)の残存量が亜要であるため、定敵した結果第4表の

如くとなった。

AF-2、0．02%添加餌料を4日間投与した場合翌日0.22～0.18P.P．Mでありその

節4我腸内におけるAF-2濃度単位”

砺魚-哩堅 3 5 供拭魚ニジマス

0．22 0．14 0．18 0．1〔 0．0 体及平均12師

0．18 0．08 0．1 0．06 体亜平均131
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後漸減し4～5日間瀧過しなければ撫無とならない。

この結果にもとずきAF-2の述統投与を行ない魚体えの影響をアジについてみれば鋪5褒に

示した如くであった。

この結果商漁度のA、B試験区は3～4日頃にへい死したがその後へい死するものがなかった

垂:鴛墨認:競鰯奮鰻:競雛震’鷲蝋墓
る場合4～5日目頃より、一目摂餌するが直ちに吹き出してしまい、しだいに摂餌となくなった。

この原因は供試魚の略好に合わないものと判断される'ê 試験区のものは4日目で全部へい死し

てしまい､賦験区の4のでも7日目で全部へい死した｡これに対し対照区では異状が蕊められな

かった。即ちこれを体亜10'当に換算すると1日畝7ir.il以上の投薬を続けた場合には完全に暴

剤の排潅ｶ‘行なわれず、ある程庇の鼠が体内に蓄積されその結果へい死するものと考えられた。

第5表AF-2経口投与による経過

蝉
蝿

供
供
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

水温
体亜

22 1 X
■

34～38亨

AF-2

アジ

1．00”

0．75m，

0．50風9

0.25r.f

コント口中一異

それで魚秘を違えtttfii0g程度のｲｻｷについて引き縦き実験を行なった｡結果は第6蕊

示した如くである。イサキにおいても0．6”以上の場合もアジと同棟に摂餌反応が敏感であり一

旦やはり襖餌するがすぐに全部吐き出しその後は摂餌しなかった。なおアジよりも薬剤に対すこ

反応が強いようであった。そのため全試験区ともAr－2による副作用が現われなかった。こ理

ま悩低漉度(》.1”以下について実験を続けなければならないが602容ガラス水梢における実験

のため薬剤の添加が正砿に行なえないので後に述べる筋肉注射により実験を続けた。

キューランについ忙もアジは比較的に摂餌反応及び摂餌状態が良好であったが第7表に示しずこ
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第6*AF-2経口投与による綴過

供拭薬AF-2水温22士1．C

供試魚イサキ体亜7～100
A1．8m a

B1.2J W

C0．6胴9

，．．コントロール

如く低濃度のもの力殺薬後早期にへい死するものが多くなっている。これも先に述べたAF-5

と同棟に体亜101当り0．2”以上の薬剤添加餌料では摂餌料が少なく、しだいに擬餌しな.くた

第7表キューラン経口投与による罷過ってしまうのでこの結果になっ

少なく、しだいに擬餌しな,くな

ってしまうのでこの結果になっ

た。又同薬剤を用いてイサキに

対する結果は第8災の如くAF

－2と全く同様にアジよりも薬

剤に対する反応が牧感なため殆

んど摂餌せず、又弧餌した場合

には全部へい死した。キューラ

ンについてもAF-2と同様低

淡度については筋肉注射で副作

用を淵べた。

供試魚AI0.0OmgE0.75mg筋肉注射の結果については節

イサキB7.5omgF0.5omg
9表に示した。

C5．00靴〃G0．25K3

Dl.oomgHコントロール AF-2、0．25ns敵を筋肉

注射した場合その直後にけいれんを起したり、又体が湾曲したまLしばらく横臥している魚体か

多い、しかし3分位で泳ぎ出した。その後早いものでは、30分以内にへい死するものもあり、

24時間以内に大半がへい死した。又接亜誠を0.05tag、0．041119と稀釈したもりを接種した埋

合9時1M以内にへい死するものがない。しかし24時側以内に約半数がへい死した。0.02mgを

接穂した場合にはその後の経過に異状が認められず10日後もへい死魚が認められず対照区と全
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第8表キューランの経口投与による経過

供試薬

供試魚

5／

5／

5ノ

2a-4N

イサキ

1．5my

0．6mg

コントロール

3／2 3/c

5／〔 5／ 5/C

/05/0j5/0

水温22～28．C
体重7～101

5／（ 5／

第9表AF-2の筋肉注射による結果

0．

7／

2／

供試薬AF-

供試魚イサキ

0－0

7/0

4／3

水温
体垂

0.0

7／

5／

221T

7～ioy

第10表キュニランの筋肉注射による結果

嘉磯 0‘ 0．1 0.0

7／ 7/C 7／

3/「 5／ 6／

0,0

7／・

7／

0.0

7/0

7／

供試薬2Q-4

供試魚イサキ

く同じ経過であった‘

水温22i1T

体 重7～10夢

'／

5／

5／

ｴ／0
－

5／0

5／（

6

0／1

言うI

5／

Gﾛ966

生理食塩』
0.2cc

－

7／0

7／

生理食塩水
0．2cc

7／0

7／

キューランについては第10表の如く0.2，0.imgのものはAF,－2と同磯接種を行なった諌

後魚体が湾曲し機臥したが3分位して泳ぎ出した｡その後'時間以内厚へい死するものもあっずこ

が2J時間以内に両者とも大半がへい死した。0.05ir.9に稀釈した靭合.に.は24時間以内に1垂

がへい死し、0．04”ではその後の観察結果でも対照区と全く同凍異状が認められなかった。

この様に低漁度になった場合に筋肉注射によってAF-2、キューランの薬害による作用を罫

ぺたがAP-2ではo.o2ag/体重10<}であり、キューランでは0.02～0.04713/体重1量
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’であった。
:1．i･

ニトロフラン誘導体の予防治療試験

1挺浴による治療効果

本実験はVibrio炭症伏の同勧璽のアジを供拭魚としニトロフラン講導体(AF-2)を

溶解し各漫度による治療効果について調べた。

実験方法

薬剤の抗菌力について先ず調べ股も抗菌力の浸れているAF-2を用いアジは大阪湾で捕獲

したもので35ocm×35ocm×5ocmの屋内コンクリート水梢で飼育中発腐したものを供拭

魚として実験室内の6Ocm×30“×4seraのグラス水槽に各5尾づつ収容して水賦60を

エアーリフトで水槽内の海水を循環せしめ水温281'Cで行なった。

A試験区AF-2，2.5P･P．U、B試験区5.0P・P．M、C試験区7.5P.P．U及びD試

験区の対照川の5試験区を用意し各濃度の薬浴については1口5分間で6日間行ないその期Ⅲ

中におけるへい死魚体数、病状の回復などについて毎日観察を行なった。

実験酷果

抗薦力については第11表の如くAF-2、キューラン、モナフラシンの3薬剤をVibrio

ffiTYD、I、Ⅱ、Ⅲ型について澗ぺた・

第1’表各!B株の薬剤による抗淵力皿toig/mi

』

0．121 0.2 0.§ 1.0 0．12E 0．25 0.5 1.（ 2.E 5．0 10．0 20．

’一6-2! ー I ー ■■■ I■ P

Ⅱ － 1 － 6 一 士 ｡

T-ll-6 ー 士 ＋ ー

K一1－21 一 一 ＋ ■

A－3 ■■■ ー 十 一

B-10
■■■ 一 ＋ q ■ ■ ■

A･･･AF-2B･･･キューランC…モナフラシン

AF-2、キューランは0.25P.P.Uで発育阻止が現われ姓も優れていた、モナフラシンは師

記2薬剤に比べその効果が悪かった。

この級にAF-2の殺菌力は0.25P･P.Mで充分その目的が達せられるだけの効果があるこ
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とが判明してた。

薬浴結果は第12表に示した様にB試験区のものは100先の生存率を示し、次いでC試験

区であり最も生存率と治療効果の悪かったのはA試験区であった。

なおこの生存率と治旅効果について毎日薬浴するごとに肉眼観察を正確に行ない、体表の油

癌部の出血状態及び|体表粘膜質の変化について鯛べた・
第12麦各濃度における薬浴経過体表の潰潟部につき‐

悪瞳-選迩旦塾
A 5/o 4／ 3／

5ノ0 5／（ 5／0

3／ 5／（ 5／0

5／0 2／； 2／

3／（ 3/0

5／（ 5／0

5／（ 4／

'／】 '／0

3／］

5／（

4／

0／’｜
－

ては、A、B、Cそれ

ぞれの試験区の生存魚

体の淡癌部は経過日数

と共に出血が止まり、

しだいに白色を呈し職

鱗:熱蕊割鍵跡逼，…，霊:駕就
C7.5P.P.,M い死した個体について

は特に病状の進行も毒

，められないし回復も認められず衰弱へい死してしまった。

体表粘膜質についてはA、B試験区は特に異状を認めなかったがC試験区のものは体表が毒

サカサになって謂ゆる荒れ状となっていた。これは薬浴する漫度が強いためと思われた。こ塾

結果から薬浴による効果は5P・P.M前後が最も良く、2.5P.P.M以下7.5P・P.M.以上ではそ鐸

効果があまり期待することが出来ない。

塘綴難蝋鴛ご"……
実験方法｜
ニトロフラン誘導体の副作用の鍬められない範囲、即ちAF-2，0.02ag/体重109、

キューラン0.02～0.04533/体亜io9の各浪度を供試魚イサキにあらかじめ筋肉注射し寺

おき後にVibrio|"ijC-5，K－9を0.1ccあて接種した。対照区のイサキにはVibrio

菌のみを接種した。

実験結果

AP-2の結果 ま第13表に示した如くであった。A試験区のものではAF-2を当日及び
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3日目にそれぞれ0．02”の筋肉注射したので10日間縫過してもVibrio癌にか出らず．s

試験区の対照区と伺橡へい死魚が現われながった。

9!l3*AF-2筋肉注射によ る経過実験水温221"C

平 均 体 長 9 .0cm体重i09

o.o2n痴性1日C-50.1co接棚

0．02厘緬性

0.1cc筋性1日C-50．1cc接樋

0．1cc筋性
1日C-50.1cc接靭

供試魚イサキ

A0日AF-2

3日AF-2

B0日ペプトン水

3日ペプトン水

c

c対 魚 区

それに反しB、C両賦験区のC－5菌のみ接職したものは7日及び10日目で全祁へい死して

しまった｡へい死した魚体の外観々察では閑を接種したところに7～10”且皮の潰煽部がで

き、又その祁分の筋肉が崩破していたL繍類がひどく破損していた。又解剖してみたところ、

Vibrio脚の症状を示し門壁が半透明になり脇管も同棟であった。なお渦糠内には黄色の水

槻伏のものLみであった、又体褒の潰癌部からの細菌検喪(T.C.B.S培地を礎用）で、

Vibrio蛸を検出した。

キューランについては節14菱に示したとおりである。この場合供試菌がX一9であったが

卵14災キューラン筋肉注射による経過；

イサキ平均体蛋9.0邸体：重10，

0日キユーラン0．02耐蝿性

1UK-90.1 o o 接 棚
01:1キューランo.o4i!tg筋性

1日K -9 0. 1co接棚，

0 日 K - 9 0 . 1cc接稲

対照区
－84－

供試魚
A

亙最陛哩里 7 ！ 1

5久 s/c 吻 5刀 5/05/05〃 s/o 5/C 5/0 5／

5／ 5/0 ソ 4／ 3/’ 3／ 3ノ 3/0 L〃 1/0 0/

5／ 2/3 2／ 2/（ 2/0 2／ 2勿 0/2
■ ー
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それぞれ第1日目に0.1ccあて接麺した。

c試験区の菌のみを接種したものでは12時間前後に全部へい死し、これに対しキニーラン

を接種したA試験区は4日間でI00鈴のへい死率を示した。しかしA試談区の2倍の薬剤を

接樋したB試験区では5日間経過したが2尼生存しており、この生存魚のK－9菌を接種した

跡は睡脹していただけで経過日数と共に回復のきざしが現われその後もへい死せず生存してい

た。

へい死個体の外観的観察では早期のものは菌の接種個所に睡脹を主に発赤が認められ、又重

～3日間でへい死じたものは淡鰯ができ、鮒等の破損が目立った。

或る一部につい↓解剖したところVibrio病鍾状を示し麓の検出(T.C.B.S培地を僅
用）も認められた。”、．~.．

，．』’1’
Ⅲ経口投与による治療効果i

A海産ﾆジﾏｽ“中のVib…病に対する窪ﾛ投与

海塵ﾆジﾏｽ#……満に…やすく暑…"中に火鼠のへい死…
それで海水に馴致したニジマスを川い実駁墨においてVibrio菌を水納内に注入してそ

の治療効果を鯛くると共に実際養成中のVibrえ。病になったもの及びその予防効果につ息二

て卿べた。 ‐“ ・

実験方法，、． ， 、

実験I抗菌力等の埜礎データーよりAF－2の0．02先添加餌料を4日間役餌したA悪
渉，剖

験区と無駿薬のB、C試験区を股けた｡.’試験は対照用とし毎日1回Vibri。閑、
lも．．『

般剃噛数の測定と魚体の観察を行ない、発病へい死数についても調べた。

実験Ⅱ平均＊重1001のものはA、B試談区AF－2、キューランとしそれぞれ

0．02％添》旧餌料を投与した辱平均体重101のものについてはC、、、E、Fの試淡

区を作り、C譲溌フラドリゾン、D賦験区AF-2、p,02％、E試験区キューラン

…鈴の侭加鯛料種与えた｡，賦験区は対照区として一寵期間のVib…発病へ唾
ダ磯とその予防効果について調べた。

実験結果．，”、零
実験’第15表に示した結果でありVibrio菌についてみれば菌を投入したA、if::K

験区はその直後×10猿度でありその後経過日数と共に減少し、5日目が最も少くな＝

ている｡免照区はVihrio蕗の注入は荷なわなかったが．&臼目に約×10渥度のも壷
．1＄,

が1日のみであった。A試験区の環境水内におけるVibrio菌による発病とへい死数
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$J5&Vibrio歯注入水棚111においての線口投与効果
気
ｂ
和
可
‐
企
Ｌ
ｑ
・
■
・
’
一
日
■

A…AF－20.02%添加餌料娼間菌I－6-25

B･･無投薬菌I－6－25

c･･対照用

※供試歯と違うブルーの小さなコロニー

供試魚海産ニジマス平均ｲ&頂131

は4日目から発病へい死が現われ10剛Ⅲで全部へい死した侭B試験区は無投薬のため

24時間前後に発病へい死した。対照区は異状なく10冊後も生存していた。このよう

にAF-2の投与は効果があり特に3日Ⅲ発病へい死するものがない。これは魚体の影

轡の項目のところで述べた如く体内に3～4日間薬剤が著械されているのでこの鰯澗中

は発痛へい死しないものと思われる。

実験Ⅱ海産ニジマス養成中まず平均体価1001のものについてキューランの投与効果

についてみるため実戦を行っていたがA賦験の対照区と考えていたものが3日I川で30

％以上のものが発痢へい死したので4日目よりAF－2，0.02%添加餌料を投与した。

結果は第16表の如くでありAF-2の投薬後3日後にへい死するものが1尾程度に

なりその後6n目からへい死がなく発脚していた魚体も治癒し順捌な生存を統けた。

キューランは実験当初から投薬を行ったので発病へい死するものがなく両者共その効

果が充分であった。

平均体亜io9のものについてフラドリゾン、AF-2、キューラン及び無投薬の結

果は鰯16炎の如くである．発病へい死数からその効果を検討するとAF-2、キュー
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第16表経口投与による各薬剤の効果

A･･※印まで無投薬後A房－20．02％添加餌料

B…キニーラン0.02光添加餌料

c…フラゾリドン添加餌料

D…AF-20.02.)添加餌料

E…キューラン0.02'o添加餌料

鰯投警ジﾏｽ’

平均体重100

平均体重100

平均体亜10

平均休亜1(）

平均体重10
平均体亜10

ラン、フラドリゾンの頭になりそれぞれ対照区と比べてニトロフラン誘導体の予防治癒

効果が充分腿められた。又それぞれ試験区においてへい死し魚体について解剖したと

ろ、｜ﾖ、鵬が薄く一部に出血が認められるものもあった。撒猟部等からはVibri○噸

の検出がされた。．』

火力発砿淵排水によるハマチ誕砿AjのVibrio病に対する迩口投与の効果について

火力発飛所で海水を使用し復氷器を冷却している。この冷却水を利用した養魚所が全国I皇

2，3の例が

こきに取り

月にVibri

する抵抗性の

施設の慨

ある

た関西電力においても温排水の利用によりハマチ猿殖を行なっていたが

が発生し、この処職について第15表に示した如くVib盲工o閲感染に対

AF-2を治療剤として用いて径口投与を行なった。

上琴

｡窪

強も･・

第1図に義魚池の模式図を示したが、夏期水温の高い時期は海水のみを注入し、冬期水

温の低下にともない温排水を注

入できる様に設計してある。疑

成池の容積は約120tonで換
口

水率は2時間に1回祇の荊にボ

っている。又養成池内の水はた

獲成．池
注水

、 I ／排水

図1誕成池の施設一般の略図
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たえず左回旋(15Ocm/min)を行飯い側面及び底面から排水を行なっている｡

菱成方・ 法

種苗は7月初旬及び8月初旬に体面40～709のものを2回に分けて計1.0

節17麦投餌敵及び役餌魚種

44尾収

期Ⅲ 回数 投餌瞳(KB/c

放魚～9/ll 3 飽食

9/l0～9/1 2 5.（

9/l8~9/2( 2 6.（

9/27～9/21 2 8,（

9/29~'0／I 〃． 10.（

10/←'り/I ” 19.〔

.1o/l2以膨 " 正常にもど恩

第18表ノ]別の水温及び水質結果

水温･（

最高 最低 平 蛤

6下 27． 21.（ 23.‘

7上 22. 20．5 21.I

中 26.’ 21.§ 23.’

下 2 24．5 25.’

8上 2 24.（ 25．

中 2 24●5 25．，

下 2 26．0 26.’

9上 28.（ 26.【 27．

中 28.’ 24．5 26．

下 26． 24．5 25.‘

10上 26.’ 23．5 24．

中 25.’ 22．5 23.‘

下 23.§ 2l.S 22．

投餌魚ポIi

生餌70託
冷凍餌30％

:飛蔑鰯ｶﾅ：
冷凍イカナゴ

側考

灘盤Y甥R鵬

霧
ストイ

水 質

D'co/

池 外洋
独股 比重

備考

3.9 4.1 2.1 1.02'

3.9 4.』 1.咽 ”

3.5 4.1 1.8 〃

3.3 3.1 2.4 ′ダ

3.〔 3.1 4．1 ”

2●〔 4.1 3.1 1．02

3.（ 3.I 3.1 〃

必.； 3.5 ダ

4.’ 3.（ 1．02

4.‘ 4.8 〃

4.1 4.1 2.】 ”

3.〔 2.7 1.02

4．1 2.5 ’

容し獲成し始めた‘,投餌方法については館17表の如く9月10日まで3値し/F1ミンチし

たものを飽和伏態まで与え、その後2El/aにすると共にそのま畠のものを投餌し10月

6日以降澗状も回位したので役餌も正常にもどした。

､‘i§
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猿成開始よりVibrio病が治癒.した期iHOの水温については第18表の如くであった。

Vibrio病の発生及びAF-2の経口投与による効果

放獲直後から9月初旬まで約150尾のへい死純鈎罰たがこの分については調査を行なって

いないのでへい死原因についてははっきりしない｡9月10日前後から毎日にへい死する魚体か

鰯雲震撫1鴬:駕:鱒簾童駕嘉隙
の後のへい死魚についても一

…活して図示した。即ち9月#こ

Tul14(但し6尾は試験のため

n戸｢,浮儒

Aug136

r可P弓 f"Lnﾙ刈り
Sot.".31

｢|峠

」‐．
F一ー

｢LfLru,
Oct8(但し6尾は試験のため

「r一一一テTT'〒へ蔓諏，，
一

51015202530

第2図養成中におけるへい死尾数
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なってから毎旦相単数のへ：

死魚が現われている。又へい

死魚の渡癌部及噂蟻成池の細
菌検盗(Vibrio菌につい

てはT､C､B､S培地を用いた）

を行い前記個所よりVibrio

菌の検出を認めたので紅ちに

AF-2、0.02鈴添加餌料

を与えた。

AF-2投与直後のハマチ

全体に摂餌反応が不活発で擬

餌品も少かつた｡..この時期に

役餌していた冷凍カタクチイ

ワシが極めて鮮度が悪かった

ので投薬開始後5日目に冷凍

イカナゴに変え投薬を続けた。

第2図に示した糠に投薬後5

日目頃よりへい死尾数が少な

く、また摂餌反応も活発にな

って来た。なお第2図に示し

てある10日、12日、IE



日、19日、へい死尾数が多くなっているがこの日に歓心衝L潜水夫を養成池に入れてへい死魚

取り上げ又底等の掃除を行なったのでこのへい死尾数の中には前日、ル1々日のものも含まれて

る⑥

このへい死尾数から推定し投薬効果は投薬開始後5日目頃より現われていると判明した。

投薬期間は10月3日まで行なったが10月1日からへい死するものがなくなり一応Vibric

満が治癒したものと思われたので養成池からランダムにサンプリングし解剖したところ間、腸｜

に出血及び体表に浪傷部が認められずその他にも異伏が認められなかったのでVibrio病がj

癒したものと判定した。

その後10月15，16，22，24日にへい死したが解剖その他試験に用いたものと、

Vibrio病に再度か担ってへい死したものがあったがそのつど直ちに凋査し4～5日115]AF

2(0.02～0．01%添加餌料）の投与を行なったのでこれ以上のへい死をみることもなくそ

後頑調な成育を遂げている。

しかしながらこの様に一見Vibrio病が治癒したものが又発病したと言う原因について調弓

したところ養成池の海水取水口より約7Om離れているところに岬町全体のし尿投梁場所があ

1日4～6回に分け約20tonのし尿を投棄している。この結果取水口より（用水）たえず

Vibrio菌が供給されていることになり、これが養成池に取り入れられ養成魚の残餌、排潜

等を培地にしてVibrio菌が繁殖し、又鮮度の悪い餌料を与えた場合等魚体の衰弱しているI

などに発病するものと考えられた。

そこで養成池におけるし尿投棄時間中のVibrio菌箭について調査すべき計画を進めた蜘

期を失し’2月に行なったところこの時期になれば火力発電の温排水を混合するので魚病の発

した時と条件が遠い禰倣を正確に把握することが出来なかった。即ち温排水は一且塩素殺菌を可

なうので菌が死滅してしまうので再現が不可能であった。

汚 察

以上ニトロフラン誘導体AF-2、キュ言ランのVibrio病に対する治癒予防効果及びこ

と薬剤の魚顛に対する副作用について調べ、また病魚から分雛したVibrio菌の復元斌験も副

なった。

AF-2、キューランについて魚体にどのような影轡が現われるかについて調べなければな

ないが今回の実験ではその様な生理面について実験を行なっていない。即ち魚種別の体画10

当りどの程度の単位でへい死に至らしめるかについてのみ凋ぺた。AF-2、キューランは、
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0．03”、0．05”以上ではそれぞれ魚体に影暢が現われへい死に至らしめた。この単位量であ

れば魚体内に薬剤が少壁ではあるが著積されるものと思われる。これは別の実験で行なった投薬

後幾日間体内（腸管内）に諮職されているか柵ぺた結果3～4日間体内に薬剤力輔磯されていたこ

ことなどから考えられる。

暑蝋鷲鴛墓撰爵懸馬篭蟹鰻蝋震競誓”
復元拭験については分離したVibrio閑を筋肉注射或は試験区水槽に流入したところ天然の

Vibrio病と同坤症快を示し､筋肉注射と脳を流入した場合と比べてみたところ歯を接報し
た方が感染力が強いととが腿められた。しかし同一魚諏から分離したVibrio菌についてもそ

れぞれ発病率（強弱）が述っていた。

これら閑については一部生理学的性状を調べたが楠田、小林等が報告している幽によく似かよ

ったものもあった。

この菌を使って発病したものをAF-2を海水中に潟解し病状が回復するかどうかを調べたが

5P.P.V.であれば今回の実験では100%の生存、回復することが認められた。しかしこれは1

日1回5分間で6日間行なった結果であるが1回の薬浴時間を短縮した場合にどのような結果に

なるかと曾う問題が残されている。本実験からして今後は高渡艇で薬浴回数を少くした方がよい

結果が期待出来るのではないかと思われる。薬浴回数を少なくすることは病状の進行している魚

体を取り扱う回数が少なくてすみ汲協部の回復も早いものと考えられる。

薬剤の筋肉注射による予防治療効果であるが薬剤による副作用のない範囲の漉皮AF-2、

0.0299/101、キューラン0.04r.3/109について調べたがAF-2ではこの単位では、

Vibrio菌におかされへい死することもなく特に菌の接種直後から4～5日間その跡が腫脹し

ているが耀過日数と艇に回似に向っていた｡しかしｷｭーﾗﾝは0.02TS3/1｡,では発病して
からへい死するまでや鼠生存日数が伸びる程度で回復､治療することが出来なかった。0.0.¥i'l/

／'09単位では40％の生存､回復をみることが出来た。

窪口投与についてもAF-2、0.02%添加餌科の甥合海産ニジマス及びハマチのVibrio

病に対しては筋肉注射を行なった結果と伺槻効果を挙げた何キューランについては仙者の如く

100％近い治擬効果が期待出来なかった。しかしキューランについては治磯用でなく予防薬と

して使用した場合に殺菌力等から考え、その効果が期待出来るものと思われる、即ちVibrio

病の予防効果としてはキューランを使用し若しVibrio病にかかった時は特効薬としてAF-2

による処世をとるならばVibrio病によるへい死魚を股低限にくい止めることが出来るものと
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思われる。又筋肉注射と経口投与の場合どちらもその効果について産がないものかと思われるの

で実験養殖中のものに発病したら直ちに作用のやりやすい経口投与の方がよいと思われる。又経

口投与を行ないたいが病状の進行により摂餌を行なわない場合には薬浴による方法でも治療する

ことが出来る。

要 約

この実験は養殖中Vibrio痢におかされたイサキ、アジの患部から菌を純粋培養し、復元試

験、菌の強弱並びに治療薬として用いたAF-2、キューランの魚体えの影響力及び薬剤による

薬浴、経口投与及び筋肉注射による治療効果の韮礎実験と実用実験について調べた。

(1)分離した蘭は各々魚体えの痛原性をもちイサキでは筋肉注射0.1cc、海水注入の場合×

10寝度でそれぞれへい死せしめた。又同一魚秘から純粋培養した菌でも発病率（強弱）に差

が認められた。

(2)AF-2、キューランの魚体えの影響については経口投与の梱合正確に測定することが出来

ず筋肉注射により影響濃度を測定した。その結果AF-2、O.o2my/体廼io9、キューラ

ン0．04■2/休函’09それぞれ1日投与量であれば何等影響が現われなかった。

(3)ニトロフラン誘導体を用いて分離した菌の抗閑力について調べた結果AF-2、0.25P・P

M･キューラン0．25P･P.U，モナフラシン25P･PoMであった。

(4)薬浴による治療効果は5P.P.uで1日5分6日剛のものが100%の生存、潰蝋部の回復で

あり2.5P.P.U、7.5P.P.uでは飼記漫度のものより生存率、回匝等が劣っていた°

(5)実験室内におけるAF-2、キューランの筋肉注射の効果は体[Bi09につき0．02”、

0．0430の接顧賦でそれぞれVibrio詞の予防治磯効果が認められた。

(6)実験室内における海産ニジマスを用いたAF-2の経口投与の場合0．02%の添加餌料を与

えた場合Vibrio屑の予防及び治療効果が阻められた。

(7)軽口没薬の実用試験として海産ニジマス、ハマチについてAF-2、0.02%添加餌科を与

えた場合Vibrio病にかかったものを治識することが出来た．

（佐囲東和夫）
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養殖試験海

大阪府下における海苔護殖は、戦前の16～18年に試みられたが、西北の強風による獲殖施

股の破損とゴミによ5被害のため成績は芳しくなかった｡戦後30年代になって再び試験を行っ

たが同椴の結果しか得られず、脇浜漁協が35年に防波樹を没侭することによって支柱式養殖法

で斯く成功することができた。

試験場は大阪湾の海苔養砿の有望性に鑑み更に企業化と推進すべく、新しく開発された浮流式

を前年度に淡稔に設渥して一応その可力誰を賊認することができた。本年度は試験地を3ケ所と

すると共に、脇浜の他8漁業週姶がすべて浮流しの試験的な養殖を開始したのでこれが指導をあ

iI:、わせ行った。その経過の概要を報告する。

:“．：，W裟欝雪製,，
養殖概況

本年度の府下の養殖は次我の如く行なわれたがその擬要は以下のとおりである。

11年度海量菱殖状況

※試験場の試験用を含む

(1) 採苗

脇浜漁協は10月11日から室内人工採苗し一部はその綱を用いて二次芽採苗を11月？

、に行なった。櫛井漁協は一部を地先で野外人工採苗したが､大部分は愛知県で室内採苗を
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したものである。その他の漁協の網は脇浜又は樽井漁協の秋芽から二次芽採苗したもの、或

いは他県より種網として購入したものである、

（2）芽出し

芽出し及び予伽網（替網）の抑制場所として支柱式を利用することとしたが、季節風が強

いので支柱の間隔を他県より長くなるようにし、又吊り糸はゴム紐を用いて弾力を持たせた、

（3）浮流養殖

養殖セットは荒海用を使用しロープ類は太いものとし網が西風に平行となるようにセット

する。セットは10～20枚用が一般に使用されたが、股も大きいものは50枚張があった。

（4）予備網

幼体0.5～1.0”のものを乾燥し冷凍ポリ袋に2～3枚封入し、冷蔵庫に入れ－25．Cで

冷凍保蔵した。

（5）張込水位の測定

脇浜漁協の要望により9月14日の大潮時及び9月20日に24時間水位侭則を行ない、

潮汐表と実測伽から計卸し、0Pi02cmを4時間20分千出水位とした。なお他の組合に

対してもこの水位を標地にするよう指導した。

試験養殖

水試の試験網は脇浜の唖網から二次芽採苗し、岡田浦、淡憧、谷川の3地区に張込んだ。採

苗は支柱式で3目間亜ね網をし、街菖ぐ浮流しに展開した。その他の種網は赤穂から購入した

ものである。

謎殖成紙は馴付の良不良の差が多く、又淡輪の張込んだ位悩の関係もあって畦藻の付着が多

く、全体として満足できる結果ではなかったが二次芽採苗、張込水位の快定等についての技術

的指導は業者の義殖意欲を一段と向上せしむることができた。

（安次嶺真義、佐囲東和夫）
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ガザミの人工ふ化飼育試験

ガザミは大阪湾における醗要資源で春から秋にかけ底びき網、カニ建網等により漁獲される。

しかし最近はその漁盤壁が極度に減少しガザミ資源の育成増強が急務となっている。本年度は人

工ふ化"…傭|"…mに…"と峻'SPH,Mogal…から職カニに職蹴
る時期の歩留について試駿を行った。

試験期間昭和41年4月～11月
｜

試験場所氷試内試 験池

飼育実験の方法

1．フ 化方法

抱卵親ガニを魚市湯より卿入し、これを2.o0m×2.0om×0.45//&の飼育池で止水に

より､ｴｱーﾙｮﾝのみを行ない､卵の状況を殻察しながら､ﾌ化磁棚まで餌料として
冷凍カタクチイワンを投与した。フ化直伽になれば前記と同じ大きさの別の飼育池に移した。

この場合殆んど盟日か翌々日までにフ化が始まり1～2日I川でフ化が完了した。

2.GroonWator中における飼育

(1)GreenWaterの嵯塗

第¥ii0roenWaterの培地/M口過殺菌海水に第1表の如く薬品を口過殺菌海水に第1表の如く薬品を

添加した培地にGreenWaber

(Chlanido-monas)の原砿

（600～900×l/lOOcc)50cc3i

て接概し、松下電気KKより出ている

植物成育用埜光灯(RP.BR)を水面

ないながら培塗した。培獲糟のGreen

KH0 1．0gi

MgS0, 0.2

K坪 0.2

c1e砧 at 0．

｜上1OC祝の所に設磁し、エアーレイシヨンを垢
Water(chlamido-monas)が700~800入l/400ocになるよう培猛を行な

った。照庇については日中10，000～30,000Lux夜間は白色壁光灯40W1本を

水面上5OC認程度の所に設漣し灯火した。その後Maxに連しているものは飼育池の水墜

を約1／5程度換水しChlanidoUonasの潅持につとめた。

(2)飼育方法

前記屋外飼育池のCroonWotorが700～8001/400ccになったもの毎
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中に、フ化倣後のZoarを収容し、他方餌料として別にBrineshrimpのう化させ

卵穀を取り除いたものを午前中に投与した。Brineshrimp微は50co中に約

50尾削後になるようにした。飼育水の換水はMegalopa期までは5日に1回全水最

の1／4をZoarが流出しないよう注意しながら行った。

3.Ske1oも。nomacootaturn中における筒育

(1)Skelotonomacostatumの培養

本方法は当水拭地先海水（運河になっており稀に透明度が良い時があるので、この時期

に揚水した海水）を飼育池にくみ揚げエアーレイシヨンのみを行ない、3～4日間放置し

ているとSkoletonemacosta6umがMaxになるほどm殖する。これを原種と

して用い使用海水中にiooe/､on量を接甑した｡この場合に2~3日間に純粋培養を

行ったごとくになった。

照度については屋外池を利用しているため日中15，000～30,000lixになった

が特に冊意しなかった。

12)飼育方法

的妃の飼育方法と同様にしてSkeletonema－cos”tum巾に毎日1回Brine

chrinpnouplusを役』』し換水も同棟にした。

4.CroonWater及びSkoletonemacostatumの混合水中における飼育

(1)GreonWater及びSkoletonemacostatumの培養

培養方法は2，3に述べたごとく原顧を川い培養した海水を半々に、それぞれ飼育池に

混合して入れ、これにエアーレイシヨンのみを行ない培養した。この期間中一定して略々

半々になるようにしたが、虞る郷UはGreonWatorが優占し又Skeletonema

costatu画が優占したりした。

なお培養期間中の照度については、特に留意しなかった。

（2）飼育 方法

前記3方法と同様に行ない、餌料もBrineshrimpnouplusを与えた。

5．符通海水を川いた飼育

（1）便ノM海水

水試地先は海水の汚染がひどく、飼育海水として使用することが不可能なため、調査船

により大阪湾の中央部からくみ揚げ運搬し、［1過せずそのまま使ﾊIした。

（2）飼育方法
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削肥方法と同様にした。

飼育結果

結果は第2表に示した如くであった。6月1日にﾌ化し稚ガﾆに蕊したのは､ﾙK1､妬3

が6月25日で、雁2水槽は7月3日にそれぞれ変態してMogalopaになったが、同日にフ

化したものが変態時期に約1週間の遅れがあった。これは摂餌澱による差述、即ちSkclotonniivi

…‘…｡の塔蕊し…豊中に3r……叩謹幽料として飼育したものである
｜

が、餌料効果が低くかつたためと思われる。又GreenWatu及びSke1“onema－

shriinj》を投与した万が没も餌料効果が良かった。
‐皇.．．､騨

ffifi海水のみを用いて飼育した場合には、Zoar第1令期からへい死が始まり、第2令Iｿj

までに全部へい死してしまった。これは餌料のみでなく環境飼育水の汚染等がへい死をさす原

因ではないかと思われる。その後稚ガニに成育したものを取り揚げ、水柵内の柵掃を行うと{@J

時に一応雛ガﾆの阜数について鋤ぺた｡しかし発見出来ず数えられない…か無り再った。
生存尾数と、水質について検討してみると、まずZoor期では一応別にBrine

shrinpフ化槽でフ化させ、卵殻等を取り除いて、投与することに努めたが相当戯の卵穀ﾅ；

含まれており、これを毎日継続したので飼育水の汚染が相当懸念された。しかしGreen

Waも。r及びSkelot.oneaacostatumを飼育水中に培養する場合、水貿汚染を防止

する効果があると共に、先にも述べたように餌料効果にも関係があるものと思われる。

その他普通海水を用いて、飼育した場合に第1令期Zoarの後期から、第2期Zoar期まで

に全部へい死してしまったが、この墾奨因は水質管理面にあったものと思われた。

次にMega1opa咽から、誰ガニ期に成育するまでの歩減りの主原因は、共喰いによるも

のが艇も多く､こf点他県で実施しているようにﾈｯﾄ､スク')-ﾝを作り飼育水糊(2.0×
2．0×0．45”）に3個垂下したが、それ狸の効果は挙らなかった。

その他Mogalopai!f¥からアサリ肉を投与するので、この結果水質の汚濁が相当ひどく、

水捕の底がどろどろになった。

これら歩織りの対策としてMoga1opa期、椎ガニ期に飯っても、引続きOro⑧n

Waも。r、Skoleも。momacosもaLunの培養中の飼育水で飼育を続けるため、一部の

飼育池上に白色撞光灯の照射を昼皮行救ったが、この場合照射しない試験区より歩矧が良かっ

た。この原因については、特に究明しなかったが今後の問題と思われる。

以上Groonfiator・Ske1oもononacostatara等を用いた飼育拭験を行ない

成長度からの餌料効、水鷺管理及び歩留淳についてみたが普通海水そのま弾では「ガザミ」の
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種苗生産力溶易ではなかった。これは止水中で飼育するための水質管理が困難なためで、その

点GreenWater、Skeletoneoacostatum等を用いた場合は比較的生産しや

すい結果を郷た。

歩留については、今後の研究課題として残されているが、この点が解決されれば「カザミ」．

の大量種前生産も可能である。

他方GreenWater、Skeletonumacostatumの大殿培養は当水試では、粗

放的培養方式で殆んど純粋近く培獲することが出来た。

第2表飼育結果

旬86- ･一今一｡*

：.
9望。.●

（佐囲東和夫、安次嶺真渡）
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瀬戸内海漁業基本調 査

卵稚仔調査

目的｜
大阪湾の本府管終海域において、カタカナイワ及びその他の卵稚仔の生態並びにその澱境条件

を調査し漁業資源の動態解明の資料とするためこの調迩を実施した。

期間

目昭和41年4月1日～至昭和42年3月31日

調査場所
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内水研より指定の9定点）

湖強方法

（1）気象、海象

気象＝天候 風向、風力、気温､雲髄、狸瑛

ウネリ、水色、透明度、水温、壇素域海象＝波浪、ウネリ、水色、透明度、水温、塩素域

(2)ﾈｯﾄ採築(ｶﾀｸﾁｲﾜｼ碓仔及び卵とその他の卵稚仔“&)聯ﾂﾄを用い海底より
表臓までの垂直びきを行ぽい“，、稚仔、その他の浮遊生物を採集する。

結果の概要

採集物中のカタクチイワシ卵及びカタクチシラス、その他の魚卵、同稚仔と大まかな分類

（甲殻類、その他の動物）を行った。
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調査の結果は次のとおりであるが、その表は海洋観測表に報告しているが、41年1月～

3月は伽年度に42年1月～3月は次年度で報告。

4月

今月の出現種は殆んどが、ネズツ訳属の卵で、淡絵沿岸（18個体）及び多奈川沖（7個

体）で採集された、その他尼崎沖（47個体）に稚貝（不明）が採集された程度であった。

5月

先月に比しネズツポ属の卵が全地点で採集され、コノシロ卵も出現（堺沿岸）し始めた。

又カタクチ卵(B)も岸和田沿岸に1個体であったが、出現していた。

6月

今月に入り多数のカタクチ卵が採築されたが、その分布は泉佐野以北に多かった。カタク

チシラス（2．5”～6.0”）は岸和田沖及び淀川河口にそれぞれ2個体づつ出現していた。

全体的な卵獄は例年よりやや多いが、カタクチシラスの出現個体が例年より少ない。その

他ネズツポ卵が全地点で多数出現し、コノシロ卵も北部(岸和田以北）で多く見られるよ

うになった。

7月

全地点ともにカタクチシラスか出現し、その個体数は102個体(2.om～5.0SHJ)で、

例年8月に入ると多数出現するが、今年は、それが7月に多く出現し、先月にはカタクチ

シラスの出現が半月程おくれているように思われたが、それが逆に半月以上早く、例年並

以上となった。カタクチ卵については岸和田沖のみ740個体の出現で、地域的な分布で

あった侭

8月

先月にはカタクチシラスが全地点に出現したが、今月は北部（堺～大阪港関門沖）南部

（尼箭～多奈川沖）で、13個体(2.omi～3.om)出現していた。カタクチ卵も大体全

地点に出現していたが、先月に比し梱当少ない。今月にはエビ（ミシス）カニ（メガロパ）

が出現（尾崎～多奈川沖）し始めた。

9月

カタクチ卵、カタクチシラスともに少なくなって来ており、その分布は主に北部（堺～大

阪港間門沖）にかたよっているn

先月に引続き、エビ（ミシス）カニ（メガロパ）の出現があり、その出現分布の範囲は南

部にかたよっていたが、北部（岸和田）にもみられるようになった。その他稚見（不明）
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が出現している。又ネツツポ、マルアジ、雑稚魚（不明）等も出現した。

10月

淡輪沿岸(St7)を除く全地点にカタクチシラス(11個体）又はカタクチ卵（約130

個体）が出現した。

エビ（ミシス）カニ（メガロパ）等の甲殻頚は北部（大阪港関門沖）から南部（多奈川沖、

に至る沖合に斜く出現し､昨年よりカタクチシラスは2倍､カククチ卵では20倍強の出
現であった今

その他不明卵、稚仔があった。

n月

今月に入りカタクチシラスの出現はなく、カタクチ卵のみで14個体、主に北部（堺から

淀川河口）でその出現をみた。カニ（メガロパ）は尾崎～多奈川沖に3個体出現した程度

昨年はカタク調シラス、カタクチ卵ともで約30個体の出現であったが、今年はその半数

であった。

12月

カタクチ卵、シラスともにその出現はなかった。主な出現稚はカニ（メガロパ）8個体エ

ビ（ミシス）1個体で、その主な分布は大阪港関門沖から多奈川沖であった。

42／1月

今月に入りカタクチシラス（3．5職～7．0”）の出現をみ、11個体もあった。

2月

先月に引銃きカタクチシラス（3．5”～12．0顕）が14個体出現し、先月より大きくな

、ている"岬~2月にｶﾀｸﾃｼﾗｽが出蕊するが､夏期曝で億なく､秋季に"'され
たものと思われる。

3月

今月にもカタクチシラス（5.0狸～6.0趣）の出現があったが、その個体数は3個体で先

月より少ないが、例年並であった。

カククチ卵、シラスの出現状況は7月からは多数見られるようになり、甲殺顛も8月から出

現し始め、例年並であった。その他の魚卵、稚仔も例年並の出現であったが、コノシロ卵は

やや少ないようであった。

カタクチシラスが1月～3月に出現するが例年（3～5個体）より多く出現しているのが特

徴であった。
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カタクチイワシ漁業陸上調査

､1）調査地

岸和田市春木漁港

2）調査方法

瀬戸内海漁業基本調査委託要綱によz

3）調査結果

i)体長組成（別表1)

ii)精密測定結果（別表2)

iiD漁職状況（別表3)

別表1体長 組成ま

－102－

｛褐月日 7.1§ 7．28 8.1（ 8．21 9.1 9．2 9．2 10．8 10．11 11．7

3.0へ 24

3.5穴 33 119

～ 56 54

4.5へ 1§ 47 2

～ 3（ 3 6 1§

5.5へ ‘ 22 21 31

6.0今 13
ｆ
ｊ
４ 7 34

6.5～ 35 4 2；

伊 44 2（ 22 21 1』

7.5戸 46 4§ 49 2モ 1！

8.0戸 19 61 59 22 2 1

8.5へ 1 1 15
田
】 42 3 8 1（ 1f

9.0へ 21
４
■
■
可 21 24 11 2 0 1：

9.5戸 21 3（ 18

10．0－ 29 11 30 2

10．5， 2I 11 20

11．0～ 1‘
.

。 11 9

11．5～ 11 @
■ ・1‘

Ｐ
Ｉ
Ｏ

12．0～， 11

12．5～ 11

13.0~ 11 17

13．5～ 11 19

14．0～

14．5～

計 16‘ 200 181 183 20 0 i 2 0 ( 20（ 200 20l 200
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イワシ精密測定
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体長" 体亜gf
性月’

9

生殖H
Ⅲ敵GW

生一殖腺

左、 右唾
背椎骨数

11.1 17．2 ／ 0．69 3.3 3．3（ 42

11．1 1 8 ‘ ／ 1．30 4.8’ 4．1（ 44

10．1 15 ／ 0．70 3.5’ 2．8（ 43

9.（
４
，
０ ／ 0．40 2．5（ 2●2〔 45

1 10 ／ 0．60 3.0’ 2.3〔 45

' 1 l
q ／ 0．50 2.8’ 2.3C

6Il

44

1 18．9 ／ 0．75 3.6’ 3．1C 44

1 13．2 ／ 0．30 2．21 1.90 47

10 1

9．4

12．3 ／

／ 0．65

（ 45

2．91

2.7’

2．7（

2．3〔

4 4
－

‘44

1 1 1 16．4 ／ 1 0c 3.9 3.3C ・ 4 4

12 12．1 19．6 ／ C 75 4．1 3．2（
土,

4 2

13 10．1 12．4 ／ C 75 3.3’ －2．8〔 44

14 9.1 9.4 ／ 0．50 2.7 2．3〔 45

15 8．1
ご
込
む I ／ 0．35 2.7 2．1〔 4 4

1〔 9．：
ｆ
ロ ／ 0．85 2.9 2．35 44

1 7

18

1

1

1！

2（
４
１
１

／

／

0．85

0.90

3．51

3.5

2．95

3．4（

41
－

41

19

2（

1 11

1

１
口
ｊ
ｑ

１
１ ／

／ 1．05

0．60

3.1

3.1

2．8〔

2.0（

4 3
－

4 6

21

22 1

】

14．7

／

／

0．55

（ 85

3．11

3.6

4

2.3〔

2．75

－45

44

一一

23 8.3 ／ 〔 45 2.3 2.0C 45

24 1 1！ ／ 〔 8C 3.2 2.6§ 44

2§ 1 11 ／ 1§ 3.5 1〔 44

2（ 8.1 11 ／ 〔 15 1．9 5〔 43

2 7 8.1 ‘ ／ 0．20 1.9 4（ 41

2f 10．1 】 ／ 0.5（ 3.3 9（ 41

21 8.1 不明 " ． ” 40

3（ 8.1 6【 ／ 0.6C 2.3 2.0（ 41
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体長“ 体亜gr
性％

2
可

生殖鵬
重量国

殖M

左” 右晒
背椎骨激

12.§ 19． ／ 1.3 4.5（ 4．00 4‘

』

9.2 9 85 ／ 10 6（ 1.5（ 4

13.（ 2 5 ／ 55 1§
伊
』
＆ 7§ 4

‘ 13.〔 2 ／ 7 5 7（ 2 5§ 4，

12.S 2 ／ 0 8 1
Ｆ
己
、 3§ 4‘

13.モ 2《 6 ／ 9 0 6§ 1§ 4

‐

12．： 2 I ／ 45 4．1（ 90 4

9.（ 1（
‐

ダ 4

12.（ 11 ／ 0.6 3.3（ 3．30 42

1〔 10．： 12 ／ 6 5 3.0§ 2．70 4

1】 12.（ 1§ ／ 6 0 3．11 2．90 4

1 2 10.（ 11 ： ／ 35 2．21 2．30 4

1 3 12．1 18．8 ／ 80 4．5! 3．55 4

14 12.1 20．2 ／ 1 00 4.4I 3．40 4

15 13.（ 22．7 ／ 1 10 4．41 3．30 4 3

16 11.《 14．3 ／ 0．7 3．21 2．90 4

1 7 13．1 25．0 ／ 1.4 4．21 3．91」 4

18 8．1 8．5 不 ノ 4

1 9 10．1 13．7 ／ 0．75 3．4｛ 2．80 4 3

2C 9.‘ 10．0 ／ 0．30 2．61 1.8C 45

21 12．1 11 ／ 0.60 3．7! 3．55 46

2 2 9.1 ／ 0.20 2．11 1.8C 44

2： 8.‘ 1 不 ノ 4

2 4 12．1 1 ／ 0．90 3．7．’ 2．55 4 4

25 11．1 】 1 ／ 0．70 3．41 3．10 4 5

2（ 10．1 】 ／ 0．45 3．2‘ 2．95 4 2

21 10．1 13．5 ／ 1 15 2．1’ 1.9C 4 4

2i 11.I 15．7 ／ 1 5 5 3．11 2．9§ 4 4

2＄ 1O.I 1l.C ／ 1 35 3．0 2.4〔 4 3

3（ 10．1 11．7 ／ 0 60 2．51 3．1（ 4 4
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体長顕

‘16

4.7
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1（

1］

12

13

14

15

16

17

18

19

2［

2］

22

22

24

2モ

2〔

21

2ビ

2§

3C

‘､8

5．0

6.2

5.8

8.9（

5.6（

7．6

5.7（

5．0

5.3

8.0

5．8

5.7

5.4(

7.5

7．41

5－71

6.6

5．0

5．5

8．01

6．41

8．71

5．8

5.9

5.7

6.0

6.6

5．41

5‐8

1.3

1．3

;>

2．4’

2.7

3．60

1.1

1.8

6.1

3.3

7.0

2．35

2．30

2．00

2．7里

3.4

1.9

2.‘15

1.3

1．6．

2．90

'2．35
6．60

2．1’

5．21

2画30

1．3§

1．70

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

一

明
一
／

／

0.0

0.0

0．05

0.0ｰ

0．0

0．1

0．0

0．1

0．1

0．1

0．5

0．5

0－0

0．6

0．9

0.7

L4

1.3

1.7

1.8

1．1

1.8

1.9

2.0

1．5

1.8

1.3

1.5

0.7〔

0．7

1．2

1．25

1．6

1.6

1．1

1.70

1.5

1.8

1．2

1.6〔

0．9

1.5

4 3

41

41

42

46

42
－ －

4 3

4 5

ロ

０

も

■

司

心

画

1K

45

－ － ． － ． 1 ■ 一 一

4 4

43
－ － 口

43

4 5
－－

42

45

4 4

‘14

1K

4 3

4G

44

4 3

44

Ｐ
い
も

４
●

if

43

44

44

体重31
&Si 生殖iI

亜量:','

生殖腺
一

謬I 右”
背椎冊数



別表3いわし巾珊網漁狸状況
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月 出漁日数 瀞業統数 全漁捜世 いわし その他

４
｜
■
可 3 179，808彫 179,808K3

一 噂

7 22 2，909，308 2,909,308
一

8 19 11 3，225，92ビ 3,200,640
マ ア ジ 2 ， 9 6
コノシロ2．32

19 3.823,11 3.823,116
ー
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岸 漁 場調査

岬 町地 先漁 場調 査

蕨鷲鴛萱鳶堪蝋鰯…闇職"………
41年度岬町地点

42年度南海町、泉南町地先

43年度田尻町、泉佐野市、貝塚市地先

測査要頒

1．調査区域と調査時期

泉南郡岬町地先（小島明神崎より南海町との境界まで）を沖合と浅海部に分けて実施した。

イ）岬町地先沖合測場

巨岸500米より沖合3，000～5，000米迄。5月17，18日および6月7日。

ロ）岬町地先浅海漁場

巨岸500米までの浅海。11月8日

2．調査方法

海岸線にそい500米間隅に19等分し、沖合に向けた各平行線毎の両端に浮標を瞳き、そ

の各線上を航走すると同時に一定間隔毎に測深と採泥を行なった。測深は魚群深知機又は手僻.P

測鉛を使用し、採泥にはドレヂ又はエクマンパージを使用した。浅海部の底質については丸川・剖

式砂泥陶汰器で粒度組成を洲恋した。なお水深は実測値から綬低低潮而に換郷した。

3．使用船舶

はやて28.49ト ン 1 4 0 賜 力

伝馬船5馬力船外脳付

闘査結果

1．岬町地先沖合漁場

測定毎の水深、底質調査表（表1）

漁靭都深綴図（図1）

底質図（図2）
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2．岬町地先浅海漁場

測定毎の水深、底質調壷表（麦2）

粒度組成表（我3）

漁場等深線図（図1）

底質図（図3）

要 約

今回実施した地先海面を南部の明神崎～観音崎IⅢ（麦図のA～G線）中部の観音崎～長崎間

（表図のG～L線）北部の長崎～南海町々境間（表図のL～S線）の三つに区分してみると、南

部では南蝋A線の巨岸50”で水深6.97凡、100”↓は水深29.4m40①恥では4C.5mと急に深

くなり、その沖巨岸5007"～3，000”は、水深差約10mで傾斜度は比絞的にゆるくなって

いる。B敏～G線と北部に行くにしたがい少しずつ傾斜度はゆるくなっているが、巨岸5oom

では大体水深20m～30”』前後で全般に急深である。

たざ谷川港ロ附近は巨岸2oomで水深iom位でや》浅く煎っている。

底質はA線隙近は陸岸近くで岩、石、磯、で沖に行くにしたがいカキガラとなっている。B線～

G線では巨岸1，000m位ま通は鰯まじりの砂か泥の所が多いが、これより沖ではカキガラ並び

に貝殻まじりの所が多くなっている。

中祁では南部にくらぺ浅<なっており巨岸507"ではほとんどの所が水深5m未満であり、回制

3,0oom～4.0007凡の所でも水深207〃未満の所が多く、傾斜度は全般にゆるやかである。

(.H線の巨岸5007/1までは埋立工耶並びに船舶の航行が激しいので欠測した。）唾質は砂泥が

ほとんどで、濁所により礎、貝殻がまじる所がある。南部と連う点は、場所により浩土質の泥の

所が見られるように肱った。

北瓢では中稲と大体似ているが、それ以上に傾斜度がゆるやかで、巨岸5omでは水深1.3m~

4.7加で5007H地点で5.3m～11.67"、3.0oomではiam未満の所が多くなっている。

庇髄は砂、泥の所が多いが、これに多少の貝殻、磯、粘土のまじっている場所もある｡又H.O.S

線附近には石の所があるがこれは人工の魚礁である。

全般的な傾向としては水深は南深、北浅で、底質は南部はカキガラ、北細は砂、泥で岸寄りは硬

く、沖に行く程やわらかくなっている。また南部よりも北部に行くにしたがいやわらかくなって

いる《、
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表1岬町地先沖合漁場

測点毎の水深、底質調在波

調査月日5月17日

5月18日

6月7日

』篭:'鼻《:､典．
.T､~.~一一.~..｡←.~~

j・『

‐Iひ,,▽,。●‘

い$乳
&ルー『隼3．4津･丘獄r･．、寺’’q'4

線
線
線

Ｆ
Ｋ
Ｓ

－
－
－

Ａ
Ｇ
Ｌ
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測線記号
及び距離

水Z ｜ 底f 測線記号
及び距離

水も 底 質
1口P上U1ﾜ9F
｡

A

8

，

”

500

1,0OC

1月0〔

2,0OC

3,0OC

500

1,000

1500

2,000

3,000

500

1，001

1，50〈

2，00（

3．00（

50C

1，001

1.501

2，00（

3，001

〃

６
６
６
７
７

己
ｇ
●
早
●

７
０
９
９
８

４
５
４
４
４

宮
４

４
４
．
，
４
３
心

１
７
，
９
０
０

３
３
、
３
４
５

Ｐ
字
■
４
ｆ
Ｑ
画
園
】
民
４
９
損
。
■

■
■
●
。
●

４
７
２
３
９

３
．
３
４
４
４

喝
』
Ｆ
剣
咽
‐
ｊ
、
須
嗣
函
。
■
匙

８
０
私
ａ
ａ

２
３
３
４
４

１
１

採泥不能（岩I

カキガ う

'′（フジツポまじり

砂＃

採掘不能〈.燦‘
竿，ロゲ

や■f'

燦

カキガラ

）

カイガラ（粗擁まじり

〃．(粗傑まじり

採泥不就

砂閥

カキガラ

目

際・カイガラ

砂・畷

F

G

H

例

2，50〔

3,000

3,500

4，000

500

1,000

1,500

2.000

2500

3.000

3，500

4，000

500

1，000

1.500

2，000

2,500

3.000

3.500

4，500

〃

０
０
１
１

冠
３
＆
ａ

３
３
２
２

Ｆ
《
Ｅ
癌
眉
心
Ｅ
《
ｊ
内
４
門
４
詞
ｑ
や

賃
〉
ｑ
》
旬
回
侭
Ｕ
⑥
。
ｎ
》
匡
哩
Ｆ
Ｄ

勺
上
ウ
』
ゐ
ぅ
九
Ｊ
《
』
勺
①
⑪
】
ワ
』

Ｐ
８
０
周
ｄ
車
周
ロ
日
門
″
▽
角
ａ
８
周
″
己
Ｐ
ｍ
Ｕ
ユ
ト
Ｌ

●
●
の
合
○
●
●
●

２
３
５
８
４
６
３
３

１
１
１
１
２
２
２
２

砂まじりの剛

ガ

砂まじりの従

礎とカイガラ

砂土質の閥

砂＃

カイガラまじりの砂喋

"〃

砂まじりの閥

〃'"

〃〃

カイガラまじりの砂泥

細砂・泥

粘土質の旗

〃 〃 '

砂閥

泥刷

砂澗

＃

500

1，00（

1，50（

2．00（

2.501

3，001

3．50（

１
１
２
２
２
３
３

ａ
９
位
Ｌ
４
４
Ｚ

２
２
３
４
４
４
３

8

カイガラ

'′。＄

〃・閥

砂まじりのit

500

1.0oo

1500

2,000

21．9

21．9

31．9

37.C

『

砂刈

カイガラと伽
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測線記号
及び距離

水採 庇 量
測線記号
及び距離

水深 底 畠

、

50

０
０
０
０
０

０
β
ｐ
ｐ
ｐ

１
１
２
３
４

50

０
０
０
０
０

０
５
ｐ
Ｏ
β

１
１
２
３
４

50

1.000

1.500

2.000

3．000

50

1.000

1500

2.000

3,000

、

ワ
』
ウ
』
ワ
》
ワ
』
《
①
《
の

●
●
●
●
の
●
◆

８
１
２
５
７
９

●
。
●
●
ｅ
●

０
０
２
４
７
７

１
１
１
１
１
１
11魂

14.f

17．1

18．2

18．1

８
８
７
７
７

■
◆
●
●
●

８
１
７
６
７

細砂まじりの泥

泥

"

"

〃

細砂まじりの泥

カイガラと砂捉

カイガラと砂

細砂まじりの泥

泥

"

砂まじりの泥

”

粘土質の淀

泥

〃〃

砂閥

カイガラまじりの砂閥

泥

粘土質の泥

泥

500

1.000

1．500

2.000

3.000

８
８
９
９
９

●
●
●
●
①

６
０
７
６
６

傑

砂まじりのカイガラ

泥

粘土質の泥



茨2岬町地先浅海漁場

測点毎の水深、底質鯛迩表

調査月日11月8日A～S全線（但しH線欠測〕

一Ⅲ1－

測線｛
及びI

50

100

20

‘10

5’

０
０
０

１
２
４

50

《
Ｕ
、
）
ハ
Ｕ

（
Ｕ
く
り
《
Ｕ

で
Ｌ
ワ
》
０
４

50

０
０
０

１
２
４

－

50

100

200

400

5 0

100

20［

400

０
０
０
０

５
０
．
０
０

r,r:

０
０
０

１
３
４

5〔

０
０
０

１
２
４

鍔
灘 水解

Ｔ
函
‐
調
ｆ
函
ｆ
乱

６
ｑ
）
８
，
》

■
ら
処
ｒ
６
Ｑ
の
巳
も
ｐ
■
ｑ

ｑ
●
？
■
■

４
７
７
４

則
〆
ｔ
恥
今
・
Ｍ

６
１
８
１

ｊ
◆
Ｊ
凸
Ｔ
■
ひ
。
寺
’
８

白
●
■
●

６
１
２
６

一
Ｆ
Ｑ
ｑ
二
日
ｑ
■
ｐ
も
〃
も
・
Ｐ
。
△
も

●
●
●
０

５
０
０
５
12‘3

14．3

15．3

15．8

‘↓.’

３
８
２
２

●
◆
０
■

２
２
３
５

底 冒

岩
石
砂まじり石

腺まじりの砂泥

砂まじりの泥

磯まじりの砂

砂泥

際まじりの泥
"

砂まじりの泥
ノダ

砂泥

砂まじりの淀

〃。｡

砂泥

畷まじりの泥

欠測
”

砂泥
ノノ

泥まじりの、

細R

測線記号
及び距離

Q

50

〈
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
〕
ｎ
》
、
）

１
－
２
４
－

5’

０
０
０

１
２
４

50

．
』
０
こ

０
０
０

１
２
４

50

こ
・
』
０

０
０
０

１
２
４

50

０
０
０

１
２
４

50

０
０
０

１
２
４

50

ｌ
Ｕ
０
０

訂
上
つ
》
今
４

50

０
０
０

１
２
４

5C

こ
き
《
Ｕ

〔
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ

１
－
ワ
】
４

水課

８
８
２
２

●
①
■
●

１
２
３
６

７
２
２
２

①
の
由
■

３
５
６
８

１
１
１
１

■
●
①
●

４
４
５
６

１
６
１
１

凸
■
●
○

２
２
３
９

１
１
１
１

●
●
の
凸

２
３
４
４

５
５
０
０

９
●
■
凸

１
１
３
６

４
罰
４
『
４
姑

●
●
凸

１
２
３

5．4

同
「
》
【
「
》
詞
司
廻
〔
源
』

●
①
。
●

１
２
３
４

便
』
喝
．
○
凶
価
詞
〕

●
、
●
■

１
２
３
４

底蛋

石．鋤、カイガラ

腺まじりの砂泥

砂まじりの粘土賀の泥

粘土質の泥

隙まじりの砂

ｶｲがﾗまじりの砂閥

砂別

泥まじりの砂

カイガラまじりの慨

媒まじりの、

カイガラまじりの脳

礎と、

カイガラまじりの吃

"’”

〃 の畷

泥ヨ じりの砂

カイが

砂泥

蝶じりα砂

細砂まじりの碗

泥まじりの砂

破カイガラまじり醜1“



表3 浅海漁場粒度粗成表

調査年月日41．11．7～8

1

6

C-100 24．79％

C－400 14．7

E-200 2．46

F－200 15．7

G-200 0．55

1 - 2 00 3．10

K-200 0．6

M-5C 2．13

M-100 0．6

0-400 61．8

Q-100 15．4

Q-20 0 14．7

S -50 14．7

S-10 0 5．96

大 砂

12．26ツ

5．7‘

7.4I

15．1!

5．91

6.4

4．41

3．51

1．3;

29．5‘

35．2

54．1‘

1.9’

16．0

5，

中砂 小砂 細砂、泥

22．53％ 22．11受 18．30％

20．40 37．4 21．64

9．51 35．54 44．91

21．14 23．1 23．6

18．24 34．9 40．3

1．3．02 42．5 34．8

7．75 39．32 47．8’

4．02 50．5 39．7I

3.70 5．50 88．7

6．95 0．16 1.4

24．4C 12．09 12．8

18．44 3．16 9．5

16．71 39．44 27．06

49．34 10．68 17．9

GE)(l)s-50，S-100、Q-100の喋中には、ホトトギスガイを

含めた｡．

〈2)この各分類中には貝殻が大きさによって含まれている。
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観測

観 測

観 測

観測点

O S1

OS2

C33

OS4

OS5

OS6

0s‘

0s 目

OS9

0S1C

OS1j

0S15

0s12

0S1.

0S1

海 詞 〆査

大阪湾定線観測
．と

．,語芦一

前年と同じ

海洋観測法に準拠

第嫁定綴観測表

海流穏況(毎月の水温､塩緊蛍及び漁況；

第2長定置観測表

純度 遷座(ハ

34．35112 13525'12

343210』 135．22150
一～』

34．29105' 135。21120

3426'30'^ 13519'15

342410( 13516130

3421'58 135．13124

3420'38' 13510'2S

342l'1E 13508'00

茜ご‐.‘‐一

0314
X

.;i,3
Xー茨

0S1
OS12

一一

こう

r

3424115' 135Il100

．×

o畠，＃農os2（

息｡シニ
Xx

0S10OS4

3127'14' 13514'00

3430110 135．17100

3433105』 135．1．9'55

3436'00 135。23100
概蕊

3437148 13521'26

3440'46"13524'10

-119-



第1表定線観測表

1月

-120-

観 測＃ O S 】 OS OS OS4 OS OSf

月 E 1－11 1－1 1-1C 1－10 1－1’ 1－1（

時 う 13－44 10-0 10-3! 11-10 11－3 12－08

水
温

om

10

15

20

底 層

9.〔

10．3

10．3

10．5

8.1

9.2

9.§

11.’

9．：

9.4

9.3

8．

9.3

9．3

8.§

9.モ

10．1

9.（

9．1

9.8

塩
素
品

07〃

10

15

20

庇 胤

16．48

16．47

16．92

16．92

15．8

17．1

17．1

17．5

17．07

17．26

17.08

17．15

17．08

17．19

17．0〔

17．2

17．2

17．3（

17．0

17．1§

ｑ
一
日
ａ
寺
■
Ｆ
凸

0〃I
■
ロ
ー
可

1c

15

2C

底 陥

7．91

7.9

8．01

8．01

7.9’

8.0

8.0

7．91

8．00

8.05

8．06

8．07

8．10

8．11

8．12

8．12

8.1

8．10

8．12

8．14

海
況

波浪

ウネ！

水色

透明脇

水探

暗緑色

2.3邦

12．5閥

暗緑色

2.0

15.（

】

0

8

2.9

10.C

白 緑 ゼ

1●3

10．0

暗緑色

3.〔

9.0

1

0

8

3.5

9．0

天
候

気圧

天保

雲撒

霊形

風I尚

風土

気稀

1012．2

bc

Ci-Cu-S

W

11．5

1020.

Al

NE

6．9

1020．1

b

AC

NI

7.3

1019.0

AC

7.8

1018．

Ci-A

'9.0

1017．4

〔

8

Cu-Ci

N

1

9．1

塾
小
ワ
ｏ
ｒ
押
称
惟
禿
胎
返
狂
廻

カタクチ卵ノ
”§

〃〔

〃稚魚

その他の魚恥

〃稚伽

甲殻灘

その他の動勅

q

ロ

q

一

ー

ー

一

一

一

ー

ー

ー

ー

ー

一

ー

一

■■■

ー

ー

一

一

一

■ ■ ■



1I鈍き

OS OSI O S9 OS1( OS11 O S 1 osi: OS14 OS1

1－11 1－1K 1－1 1－11 1－11 1－1 1－1且 1－1且 1－1

12－3【 12．－4こ 10－2轡 10－5’ 11－22 11．－5 12－21 12－3壱 13－0

10．1 12．0 10－4 9.8 9.8 9.2 9.〔 9-』 9.7

10.§ 12．8 11．： 10,5 10．7 10．1 10．4 10

12．8 11．． 11．： 10．9 10．7

13．0 1且_島 1ユ.是 11．&』

11.ユ 13．0 11_： 1且.こ 11．弓 11.I 10．7 10‘ l0.t

17．2： 17．8 17．3 17．2 16.87 16．7 16．1名 14．91 13．6!

17．3． 17．8名 17－．二 17．1 17．03 16．9： 16．70 15.43

17．9§ 17.4 17．5§ 17．2号 17．0

17‘9】 17.4 17．5§ 17．5皇

ノロロ
＄'1

17．4： 17．9星 17．4 エ7．57 17．i3 17．4 17.05 17．0 15．1

8.且。 8．0三 8． 8.具昌 8.0三 8,0' 7.9三 7．9 7．72

8．12 8．02 8． 8.旦三 8.0書 8.0 7.9曇 7．9

8．0皇 8．0』 8.0皇 8.0宮 8.0

8．0皇 ・・8．03 8.0ｺ 8．0舌

8.1二 8.0 8．0． 8.0ミ 8.01 8.0； 7.9三 7.8 7．7こ

3

暗緑世 灰緑ゼ

4． 4．： ・・5.i 3．5 3.3 3． 3.3 2.1 0.8

10.I 17.0 18． 18．0 17．0 14.’ 17.0 11， 6.5

1016． 1016.（ 1014.0 1014． 1013.］ 1013 1013.」 10．12．頁 1011‘

b弓 bC bc b、 b吾 b・ b唇 b〔 b：‐

3

Cu Ca一（ Ac－C二 Ao－C Ci－Ci Ci-C Ci-Ci CユーC雪 Cu-Ci-

S1 ;, SW HS1 W:>R W

13.： 14.U 12 11．1 11．6 11.』 11．号 12．0 11.‘
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2月

－122－

観 測ノ OS OS2 O S OS4 OS5 OS

ﾉ I 2－1 2 －8 2－1 2－8 2－8 2－〔

時 分 9－54 10-10 10－3 11－05 11－35 12-0

水
温

0”1

1〔

15

2（

底 隠

7.0

6．7

6.8

7．4

7．0

7．5

6．8

7.2

7.5

7.§

7.〔

8.‘

7.5

6．1

8.1

7．5

7.0

7．7

7.2

6.〔

粘
極
輝
準
唖
皿

0〃

1〔

15

2〔

底 厄

15．0

15．9（

16．21

16．30

16．50

17．53

16．94

16．6

17.0:

17．5‘

17．11

17．24

17．26

17．23

16．9

17．17

17．23

17.0

17．0

17．1

0派

1〔

15

20

底 臆

7．73

7．81

7．91

7．97

8.05

8．05

8．05

8.1C

8．08

8．05

8．06

8．04

8．05

8．05

8．08

8.09

8°C

8.1（

8．01

8.0J

淘
況

波 振

ウネ

水色

透明頂

水課

：

灰緑色

1.47〃

9.5m

2●2

13

d

q

４
１
口

1.7

12

】

0

8

1.1

8

4．0

8．5

‘

4.3

ｒ
Ｌ
ｂ

天
候

気圧

天侭

雲 愚

雲 泥

風 値

風土

気濡

1025.

ﾛ
q

Ci-Ci

NNH

：

2．6

1023．9

Ci

4.7

1024．

Ci

□

5.8

1023.8

b

1

Ci-Ac

W

6.‘

1023．1

A

閑.’

1022

Ac-C

6.7

ネ
ッ
ト
採
災
物
懸

カタクチ卵A
〃B

c

〃稚魚

その他の魚研

稚魚

甲煙月

その他の動勅

I■■■

ー

ー

■■■

ー

■■■

ー

ー

■■

陣

一

l■■

ー

一

I■■

一

ー

ー

一

ー

一

一

ー

I■■

l■■

■

１
１
１
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OS OS{ OS9 OS1 OS11 OS12 osi: OS14 OS15

2－ 2－〔 2－8 2－ 2－8 2－ 2－1 2－7 2－

12－26 12－51 13－25 13－5 14－21 14－58 11－0 11－1を 11－41

8．9 10.（ 8．7 7.モ 7.9 ．7，6 6．8 7.1 5.‘

8.4 10．4 8．5 7.（ 7.5 7.’ 6.7 6.1

10．5 8．7 8.1 8.‘ 7.I 6.5 7.〔

10.§ 8．6 8.C 8．1

8．0

10．5

9.4 8．5 8.4 7．1 7．1 6．2 －6．4

ー一旬 －－

6．6

17．3 17．9（ 17．34 16．9 16.80 16．29 14.4: 14．21 14．02

17．5 17．9 17．45 17．0 16．86 16．7 16．2（ 16．45

18．0 17．59 17．6 17．65 17．29 16．94 17．11

18．0 17．71 17．7 17．64

18．0

17．52 18．01 17．6．1 17．1 17．38 17．1L8 L16．3 16．53 14．2

8．01 8．08 8．01 8.0 8.05 8．01 7．75 7．8§ 7.4!

8.0! 8．09 8．02 &.0't 8.07 8．0 7．95 8．04

8．10 8．00 8.0: 8.00 7．91 8.02 8．04

8．08 7．99 8.0’ 7．99

8．07

8．01 8.08 8.OC 8．02 7．99 7．97 8．00 --:､7．97 7．81

0 I 3

0 0 I 0

〔 〔 緑灰色 灰緑色 灰緑色 灰色

4．5 5.6 4．7 4.（ 2．1
?

1.’ 1．4 1.（ 1.1

1 25 19 20 17．5 11 12．1 13．5

1022.0 1021. 1021．3 1021.0 1020．1 1020．5 1025． 1025．0 1024．6

U b b b

４
０ 2 2

Ac-Ci Ac-C: A c Ac-Ci A Ac Ci Ci Cu

一
７
１ NV HI NW

（ 1
【
司
凶

6.1 7.5 6.§ 7.1 6.8 6.7 2.§ 2.1 2．

－ ＝ ー ー

一 q 一 q■■

一 1画■ ■■■

一

Ｆ
刻
凸

｡■■

ー I■ ー I■■

ー 1

一 4 一 臼

ー ー ー



3ノ

６
－
１

ｓ
一
罪

０
一

珂
雨

１
言

－－一一

17．5

一

＝
一一二一一

4■

－
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観 測点 OS OS5 OS OS OS

月 日 3－1 3－1 3－ 3－】 3－1

時 分 10－2 10－0】 10－2 ll-0( 11－5（ 12－22

水
温

07

1（

11

2（

底 備

10.（

9．4

9.3

9.C

9.3

9.（

9．6

9．6

9．3

9．7

9.7

9.6

9.7

9.3

9.5

10°C

9.4

9．6

9.6

塩
業
量

0打

1（

11

2（

底 屈

16．6：

16.91

17．51

16．44

17．02

16．65

16．4

16．9

17．3

17．1

17．23

17．4§

17．3〔

17．38

17．38

17．34

on

1（

1§

2（

底 附

8.00

8．05

8．09

8．OC

7．99

8．0（

8.0’

8.0Z

8.0

8．01

8.09

8．08

8．10

8．06

8．10

8．10

8.1（

8.1

8．11

茄
澗

波髄

ウネリ

水 色

透明、

水制

』

I

黄色
1.9"1

9”1

8

2.4 2．9

1.1

0

0

2.8

I

6

5.8 7．3

〔

ツ

気 H

天＃

雲ガ

雲〃

風tf

風メ

気艦

1015．
d

q

10

S '

12．1

1020.〔

C

9

st

0

10．7

1020．0

s t

11．

1020.’

b（

7

Ci-Si

ー

12．4

1020.（

bc

7

Ci-SI

12．8

1020．0

bc

Ci-S

■

1.‘

ネ
ッ
ト
採
築
物
懲

カタクチ卵』
” I

" C

'′稚側

その他の魚ﾘ’

〃稚側

甲殻i¥

その他の動＃

4

■

一

■

■

。■

画

ー
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OS

3－

12－51

10．

10．1

10．

17．5

17．4

17．8

8．1昌

8.1

8．12

7－5

1019．0

be

Ci-3

13．

O一

1J

3－

13－1．

9.5

9．7

10.(

10.（

11．1．

10.§

串．17．4二

．里17．4畠

17．7i

17．.8;

18．0)

17．81

8．1

8.ェ．：

8．1害

8 ユ 5

8.其・号

8．16

10.C

22．5

1018．1

bc

Ci-S

14.制

.:

3－Z

13－5］

‐9．6

9.7

9.7

10．0

10.こ

17．4皇

17．37

17．.63

17．66

17.74

8.且皇

8．17

8.具

8.1

8.1

9.’

1

1018．s

、b・【

c;－Sこ

0

14．5

OS1

3－

14－2

、9－7

9.（

9.そ

9.そ

9.〔

17．0

17．5

17．3

17．8

17．81

8．or,

8．0肩

8.ユこ

8.旦琶

8．1己

4－4

20．1

1018.

b・

Ci-S

15.’

OSI

3－首

14-5;

9.6

9.5

9.3

9.7

10.<：

‐17．3］

17．64

17．7雪

8.0患

8．1（

8.且旦

8.1雲

8.旦篭

19．5

1018.］

Ci－S訓

14．3

OS1二

－5二了司

15-26

9．6
－ ■

9．6．
一

10‘

－

16．77
－

17．26

17．6

17:6
－

7．99

8.’

8．0号

8二目

8.且

3.1

17．

1018蜜0

b琴

Cu－S壱

15．

OS1

3－

10－4

10．：

9.3

9．2

15．5§

16．8

17．51

＆0コ

8.0畠

8.エミ

暗緑色

2．0

11.§

1014

10

S

NI

12．4

OS1.

9.《

9.‘

15.f

16．6号

17．5F

17．6号

8，02
－■

8．.10

8．1ヨ

甲

8．111

暗緑色
1.〔

13．5

1014.〔

1（

S＋

12．5

OS15

3－

11－2△蚤

10，

9-‘

’

’

－

9．3

15．9
－

16．9

－一一

－

17．56
－

7．89
－

8．05
一

一
一

－－

－－－■

8,06

灰色

1011.7

11

S，。

13．J
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観 測』 OS OS2 OS OS4 OS.5 OS

月 ’ 4 － 6 4 －5 4－’ 4－5 4－5 4－

時 分 9－4（ 10－22 10－5 11－2 11－44 12－1

水
温

0”，

1〔

1§

2〔

底 層

10.（

10．8

11.（

10．4

10．6

11．1

10.I

10.’

10．

10.4

10．5

10．6

10．3

10．5

10．5

10.』

11．1

10．

塩
紫
Ⅲ

Om

1（

1E

2〔

底 偏

17．41

17．71

17．7（

17．29

17．94

17．91

17．4

17．8

17．9

17．73

17．7〔

17．8〔

17．64

17．76

17．73

17．4

17．6

17．4

0”

1〔

15

2〔

脳

7.9＄

8．03

8．08

7．91

8.01

8．01

7．9〔

8．01

8.0C

7．99

8．01

8．02

8.〔･0

8.〔､1

8．02

7．94

8．0（

8.0：

筒

d G

・況

●

油 館

ウネリ

水壱

透一明．仙

水 獅

I

灰緑色

2.97〃

12．5〃

5．8

11．5

3.（

1（

0

7

1.7

C

4．0

7．5

3,6

8．5

天

候

賞 圧

天 6

皇 面

雲 泥

風値

風丈

気 握

1022.（

g

､

10

st

1

ｇ
“
●

12.2

1021．0

bc

1

Ci

9．2

1020

b’

Ci

8.§

1020．1

bc

Ｐ
Ｆ
Ｌ

Ci-Ac

N

1

8.7

i02ca

2

Ac-Ci

9．

1019．

A C

9.1

ネ
ッ
ト
採
染
物
⑬

カタクチ卵A
〃B

”C

〃稚偽

その他の魚卵

'′稚偲I

甲殻灘

その他の動物
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OS OS OS9 OS1 O S 1 OS12 osi: OS14 OS15

4－ 4ー5 ’ 4 － 5 4－ 4－5 4－ 4－1 4－6 4－

12－42 13－21 14－00 且14－31 15－04 15－36 9-51 10－16 10-46

10．： 10．6 、11．1 li.: 11．4 11． 11．0 11．0 11．

10．1 10．6 10． 10.8 10. 11.0 11．0

10．5 10. 10．8 10. 10．9 11．0

】 10．5 10.’ lo.a 10．

1

11. 1 10．3 10．1 11．0 11． 11.（ 11．0 11．

17．2 17．64 17．58 16．91 16．96 16．9 17．7： 17．64 11．0

17．26 ，17．67 17．64 17．21 17．02 17．3 17．3 17．05

17．82 17．82 17．71 17．55 17．6 17．7 17．79

18.08 17．79 17.7: 17．79 17．7

18．08
b

17．9 17．88 ’17．79？ 17．71 17．7（ 17．7 17．7’ 17．76 17．6

7.9 8．04 8．0 8．02 8．05 8.1（ 8．00 8.04 7．91

8．03 8．05 8.0 8.07 8．07 8.1： 8．08 8.10

8．07 8●0 8．12 8．10 8．11 8．07 8．11

8．08 8.0 8．10 8．11 8.1：

8.08

8．03 8．03

2

・7．92 8．09 8．08

2

8．11 8．04
．
α
“
■

8．05 （

C
４
１ 0 0

‘ 6 ’ 7 暗緑色 灰緑色 暗緑｛ 阪伍

3.6 7．1 7.’ 4．3 3.（ 2.6 3.8 1.1

11 23 1‘ 20 19．5 17．1 13.（ 14

1019．5 1019.I 1019.3 1019. 1018.§ 1019．0 1022.‘ 1022．5 1022．5

b b C

2 2 10 1〔 1（

Al A C A C AI A（ AC St Sも S

N N I

2 1 2

10．： 9．1 10．0 11．1 10．5 10‘ 12.2 12．7 14．1
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観 3 賂 O S 】 OS OS3 OS4 O S OSi

月 I 5－11 5－11 5-10 5－1 5－1 5－1】

時 分

水

温

0l

10

15

20

底 個

18－19

18．8

16．8

16．5

10－0

16.’

15.’

14.‘

10-35

16．9

16．2

13．6

11－06

17‘

17‘

14

8－01

16.’

16.

16．3

8
一一~

-3C

16.6

16．9

16．0

塩
素
量

0i

10

15

2C

底 胆

14．37

16．74

16．98

16．7

17．1

17．9

17．19

17．25

17．93

17．6

17．69

17．9

17．5‘

17．61

17．7

17．85

18．OC

18．0（

■
■
■
一
回
■
Ⅱ

0知

1c

15

2C

底 臓

7．8〔

7．99

8.Of

7．9（

7.9’

7.8

7．90

7．92

7．82

7．91

8．02

7．96

7．96

8．00

7．99

7．95

7．98

8．00

海
況

天
候

波散

ウネ！

水色

透明1m

水解

気圧

天 偲

雲撒

雲形

風I向

風土

気濯

3

0

灰緑色
1.4打2

7例

1007.C

C

8

Cu－Cj

Ⅲ

3

17．4

黄緑色
2．9

1：

1008．

bc

Ci-C

S

20．3

飼
句
』

2

茶色
1.4

10

1007.1

b C

Ci-Ci」

S冊

3

20.0

2.7

9．5

1007．2

b c

Ci-Cu

SY

21．8

4.〔

1002

St-C

1

18．8

3

2

7

3．1

11
－－

1002．1

C

8

St-Cu

3

17．7

ネ
ッ
ト
採
築
物
織
哩

カタクチ卵ノ
〃〃

ﾉク

" 稚側

その他の魚ﾘド 47

〃稚魚

甲殻鷲

その他の勤鞍
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OS7

5－11

8－5

16．1

16.（

16．0

18.0

18．0

18．0

7．98

8.OL

8.0

3.（

1．003．0

Sb－C

n::I

17.‘

－＝一画

4（

|“．．
5－11。

1 0 － 0

15．6

15.モ

16.是

16

16．5

－1 6

18．02

18．02

18．0塁

18..0(1

18．01

18．0弓

8.0E：

8.0三

8．04

8.0

8．0こ

8.0こ

『

7，

4.0

31

1004．1

10

S旅u毛

NW

18

OSs

＝95－1］

10－42

15．5

15.唇

15．－言

15．7

’15.善

17．.98

17．98

18．03

18．02

18．0急

8.0

8.0こ

8.0

8.0

8.0

肝驚

917a8

1－

2．

ト1 8

1004．2

S郡iベ】

O S 1

－5－1

1 1 － 2

15．

15.‘

15.‘

15．

14‐

18．0

18．0

17．91

17．9

18．0’

7．98

8．0こ

7．9畠

7．9豊

7．9畠

3.9

20

1004‘

b :

7

Ci－C

2

18．1

一

O S 1

5－1目

i1-5:

16－0

15．7

15．5

14．.イ

14．4

17．84

17．7i

17．72

18.〔

17．9弓

8．,00

8.oz

8.0こ

7．99

7.9脊

0

4.〔

1985

1005.（

Cu-Ci

3

18．5

OS12

5－1

12－23

16．

15‘

15．

15．

13，

16．8

17．0

17．7

17．8

17．8

7.9吊

7.9号

8．0．．
－

8．01

8.0く

暗緑色

3.：

I>

1004？

bc

7．，

Cu-C

17

OS1

5－1

13－0

18.ミ

16．5

15．も

15.ル

10．5

17．3

17．8

7．90

7.9二

8．oz

7．9三

茶怪

1.2

1005.’

b

7

Cu－C

18．2

OS14

5－1F

13－2】

18.具

16．5

1必.5

一一

－

14．5

13．02

16．62

17．39
－｡一－

17．3s

7．,7(1

7．9亀

7．90

7.8弓

暗 緑 ゼ
1.6

13

1005．．目

bO

Ci－C室

18．4

22

OS15

5－1

13－5息

19．

17_；

8．

1413
－－｡

7．70

一一

－－

7－80

0

灰色

1．4

1005．

b

皿
一

昨
Ｎ
－
２

－
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O S 】 OS OS OS4 OS OS(

6－16 6－1 6－15 66－15 6－1§ 6＝1【

鴎 う 9－34 9－5 io-2; 10－50 11－1 11－4

水
温

塩
素
股

om

1c

15

2C

底 厨

0打3

10

15

20

底 屑

18．7

17．5

17．5

17．36

17.06

17．36

20.'

18．4

18．：

15．6

17．1：

17．4

20．7

20．2

20．0

16．21

16．33

16．5§

21．5

20．7

20．6

16.30

16.50

16．41

21.（

19．

20.’

16．6

16．7

16．6

20．2

19．9

20．0

17．0（

16．9§

16．81

1

I

-On:

1c

15

2（

底 願

7.90

7．95

7．95

8.1（

8.0：

8.0（

8．10

8．14

8．10

8．12

8．19

8．17

8．2§

8.0

－＝＝＝

8．12

8．12

8．10

F－－P－－－－

a.ia

．糊

況

天

峡

波龍

ウネ！

水色

透明、

水課
気Ⅱ

天伊

雲且

雲雅

風Ifi

風丈

気涜

1

0

灰緑色

1.9刀＆

8閥

1007．1

C

10

St

R

1

19．5

褐色

2.1

10．1

1011．0

.、6〔

11

St

NE

24．1

（

《

暗緑色
1．7

1010.§

〃
も

10

St

凸

（

24.（

暗 緑 色
1.7

8.5

1010.§

1〔

St

23．2

暗綴色

1.1

1010．1

!I

s t

23．：

一
仏

・
０
－
塾

一
暗

８
－
皿

一
一
１

』

可

10

st

Ｗ
－
１

22．8

ネ
ッ
ト
採
典
物
篭

カタクチ ii

B

"

''稚魚

その他の魚91

'′椎’

甲殻昼

その他の動輸

8

19

1

2;

io:

一

4

－ 5

l■

308

一

ー

■■■

1〔

225

■■

181

1■

一

－

一

一

一
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〃
型
４

一
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OS．7

6ー1皇

OS

6-li

12－0s

2且‘

20.‘

19．

16凸8

16．8皇

17．2塁

8．2；

8－2

8．15

暗浸僅

2.I

10，

1010.5

Sや

23．

4

●一

12－4

20．も

20．0

19.0

18．4

19.0

18.2

16．4？

16．5：

17．0：

17．22

16－4’

17．7

8.1畠

8－20

8.1量

8．.00

8.0ユ

8．00

3．8

24

10エ0．

10

S1

22‘〔】

31

27

13－2コ

局：20．0

18．4

17．1三

8．0．：

1010.c

Sこ

12

18．8

18．2

16．47

16．7豆

17．0臣

17．36

8,0S

8．0こ

8．0畠

8．00
－

4.5

17

1〔

21．5－

21

13-53

20．．

19．1

18．1

18.；

18.‘

16．2

1.6-4

17．

1？．

16.9;

．・8．09

8．

8.’

8.0

8.0

4.7

11

1009－5

1（

S三

21．1

8：

11

1 4 － 2

21.ミ

20．2

18．8

18．4
－

14．91

15．4‘

I6.0i

16．7

17．15

8．12

8.土

8．05

8．0こ

8.00

3.6

1009_I

Sミ

2夏.吾

43

14－5s

･21．

：，19．6

19．1

18．0

13．95

14．67

15．7豆

16．85

8.1

・8．1

8.1

8.0

暗 祭 僅

2.’

1

1009－（

10

S己

121．3

9－50
－

18．2
－

17．6
－

17．6

一 一

17.‘

16．3：
－

16．77

17．0：

17．41

7．8塁

7．9こ

7．93

8.0三

灰緑色

1.9

13

1007.

Si

19－1

一

5（

10－11

18．3

17．8

17．7

’

17．6

15．8弓

16．18

16．7皇

7.9こ

7．94

7.9三

天緑色

1.9

1007．4

Sも

KE

19.こ

10－4三

19．6

－ 自

－ ー1

17．8
－

11．08

一

14．58

－7:禿

7．71

天 緑 色

2.’

5

1007．7
－

c

1’

S＋

20．2

O S9
－

6－1s

OS10

6－1

OS1

6－1§

0S1 2
－

6－15

OS1 OS1

6－1f

OSIS

6-1G
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一

一
一
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２
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一
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観測 OS OS2 OS O S os;

月 日 7－1 7－ 5 7－4 7－4 7－4 7－

時 分 14－0 11－42 10－15 10－4 11－05 11－3

水

濫

0？

1（

1§

2（

底 脱

22．3

､20．2

19．：

22§

20．3

19．3

19.1

19.】

18．1

21．1

‘二19.’

19.〔

19．7

.’19．2

19．1

20．：

．､19．3

19．

雄
勇
且

07

1（

11

2（

底 児

16．1‘

17．91

18．01

15．99

16．52

17.1E

17．3

17．4

･17．37

16．9§

17．37

17．4

16．93

17．22

･17．31

17．0

17．3

17．3

07

1（

11

2(

底 月

8．02

8．02

8.0C

8．01

8．02

8．08

7．8!

7．81

7．91

7．92

7.9：

7．97

8．<3

8．02

8．02

8．01
－

8.08

8．01

粕
閥

波柾

ウネI

水名

透明9

水間

茶f
o.sm

8〃&

0

0

緑褐 色

2.（

11．5

3．6

，2

1

“
■
９
画

6．5

2

0

6

5.〔

8

2.1

ラ
も

気B

大6

雲箇

雲升

風『

風ズ

気濫

1008,

Ac

24．1

1010.〔

b

1

Ac-Ci

ー

0

25．0

1008．0

Ci

21．1

1007.1

ロ

ﾛ

C i

］

20．7

1007.J

b

2

Ci

N

20．7

1007．3

C i

21．1

ネ
ッ
ト
採
集
物
懲

カタクチ卵』

B”

” C

〃稚魚

その他の魚9’

〃 稚 魚

甲殻美

その他の効琳

一

2〔

62

画

2（

187

9

2§

1

21

ー

一

ー

3 2

伊
司
も

3

一

ー
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OS

7 －6

11－5§

20.碧・

20．も

20

I7.li

17．.2'-

17．51

8.0ユ

8.0旨

8.1畠

2

3.］

11，

1007.

AC

21.〔

23

OSf

7－皇

12－32

21．0

20．2

20.C

20．0

20．0

16．9．3

17．19

17．37

17．63

17．16

8．07

8－08

8.0言

8.,04

8．05

3.6

2］

1007.〔

AC

21．&』

2.1

2〔

OS9

7－

13－1

20.i

20．

20.（

17．3

17．7

8.0*

8.0

8.0

1()06

31

20.’

蝦
一

8．0．：

3.4

1§

A〔

21_:

O Sn

7－凶

i3-4;

20.［

20－5

20°目

20.三

3.C

16．6ざ

16.9;

17．15

17．63

8.0三

8.0舌．

8．02

8.0号

8．0二

暗緑色

2.5

18

1006．1

AC

23.〔

44

エ6二

45

O S 1 1

7－宰
F1

14-5J

22

21.芝

20，

20‘

20,

15．74

16．62

17．45

17．2量

17．22

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

暗 緑 憧

2.‘

17

1005．号

Ac

23．2

100

63三

18

60

O S1

7－．

15－4

22.ij

20．8

20．3

20.0

15．i;

17．51

17．0：

17．91

8.0≦

8.0扇

8.0を

8.0首

暗緑色

1.7

1006，

AC

23．と』

13

1其・

13

76

OSli

7－昂

12-1E

21-二

20．頁

19.ﾐ：

16．8畳

18．.00

18．05

8．oz

8.0言

8．0言

暗議色

1.〔

1］

1009．7

A

24.造

3］

12

OS14

7－

12－3尋

22．1

2O.i

19．

19.5

15－2

17．5

18．0

18．0

8-0砦

8．0吋

8.’

8．01

暗褐色

1.1

12．

1009.4

f.r.

2塁.

21

OS1

7－：

13－

22．5

20.（

3.3ミ

－一

17．91

7.9昌

－一色■一－

8.0宮

一
｛
巴

０
一

一
灰

LO

1009.（

b
－－－

－竜一’
24．4

25
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〃 ■ ■
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観 測点 OS1 OS2 o s : .OSi OS OSl

月 ［ 8－6 8－ 8－4 8－4 、8－‘ 8－，

時 分 9－34 10－23 10－5 11-18 11－4 12－11

水
温

0”1

1

可

1（

1モ

2〔

底 用

27．3

24．2

24．8

27．1

2'3.

22．：

23.§

22.（

22．4

，23.G

22．5

.‐22．3

22．2

､28．1

22．1

22．1

25．4

22.｛

22．4

塩
素
量

om

10

15

2（

底 胞

14．80

16．57

16．57

15．5

17．7

17．6

17．2【

I7.7§

8 7

17．01

17．63

17．60

17．75

15．7

17．6

17．6

16．5

17．5‘

8.06

8.OC

17．5‘

07ﾉI

1（

1（

20

底 、

7．96

7．93

7．91

8．01

7．9

7.8

98

99

7．89

8．02

8.01

8．0〔

7．9（

8.0J

8.0（

7．91

8.06

8．00

8.00

海
況

波憩

ン

<色

i明膜

<深

0

0

色

0.97H.

9〃&

暗 段‘

1.1

10,

1

I

・8

5．3

12

0

暗イ ,^

1.〔

14．0

暗緑遡

1.1

11‘

｛

（

瞭墨伝‘

1.6

11

天
候

気H

天 ウ

雲斑

雲ノI

風I

風力

気温

1002.'

b

ｒ
‐
Ｐ
凸

AC

一

0

30．5

1002．0

bc

Cu-Ci

28．1

1002．

b〔

Cu-C:

ー

』

、

28．5

1002.（

b c

4

Cu-CJ

0

29．0

1002．0

b c

Ci-C

28．1

1001．

b（

｛

Ci-Ci

ー

（

28．5

ネ
ッ
ト
採
集
物
⑬

カタクチ卵，
" B

"

”稚側

その他の魚9

〃稚魚

甲．殻狗

その他の動4

ー

一

96

4

31

一

ー

ー

40，

7‘

4

一

10

18

由

30

ー

ー

1

1：

1§

11

21

＝

一
助

一

15

一

ー
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OS OS8 O S< OSIC OS1 OSi: OS13 OS1- OS15

8－4 8－ 8－‘ 8－4 8－ 8－4 8－ 8－’ 8－6

12－4‘ 13－25 13－5‘ 14－29 15－0 15－3‘ 9－5 10-1 10-4'

27．9 25．1 27．1 25．9 26.I 27.（ 27．1 27．5 29．3

23．4 23.（ 23．8 24．5 24.‘ 24．8 23．4 24．0

22．1 23．5 23．8 24．1 23．5 21．1 23．7

22． 23．5 23．6 23.I

22．1

23．0 23．1 ’23．8 23．8 23.I ･23．2 21．1 22．1 23．8

16．07 16．8 16．34 16．45 16．21 15．8ミ 16．9 14．1 10．li

17．60 17．3‘ 17．75 17．60 17．41 17．o; 17.0 17．3

17．6 17．69 17．72 17．61 17．6（ 17．1 17．6（

17．6 17．69 17．84 17．61

18．0

17.6 18.0 17．63 17．78 17．6； 17．75 17．3 17．45 17．04

8．16 8．11 8．21 8.1 8．12 8.1 8.1〔 8.00 7．99

8．03 8．OS 8．18 8.2 8．oa 8．1】 8.0： 8.0］

8.04 8．16 8．1， 8．07 8．07 8.0（ 7．98

8.07 8．18 8．1 8.IC

8．0喝

8.00 8．0§ 8．16 8.1 8.02 7．98 8.0( 7．98 7．90

00 】 』 2 0

00 0 0

暗緑色 暗緑色 暗緑色 暗緑色 暗緑色 暗緑色 褐色 褐色 褐色

1．！ 1打 2．1 2． 1.4 1.f 1．0 1．1 0．1

8．1 24 18 20 19 1（ 1： 13．5 5

1001.I

bc

1001‘

b’

10()1．1

bc

1001.0

b c

1001.

b

1001.（

bc

1002． 1002.’

b c

1002．2
－■一

bc

（ （ 7 ：

Ci－Cu Ci-C Ci-Cu Ci－Cu Ci-C Ci-Cu AC A A c

ー

0

W 1

2

一

（

ー

“
－
４

29．7 29.! 29．5 29．5 29.I 29．8 30．1 30.（ 31．0

一 。■■ ー ■■ ー 一

ー 9 8（

ー ■■■ 一 ＝ 2 401 40

2 一 17 ’2

13 1】 1§ 1： 11 12 5

グ
型
＆

ー 4 一

ー 一 章 ー ー

ー ー 一
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ネ
ッ
ト
採
集
物
⑬

ー－

-136-

観測鳶

月I

O S 1

9－6

OS

9－

os;

9－5

O S4

9－5

OS

9－

OS

9－§

鴎 タ 9－31 9－5 10-2. 10-56 11－2 11－41

水
温

Oﾂル

10

エ5

20

底 屈

28．8

27．8

27．3

28.

28.‘

27.I

28.

29．1

28．8

27．6

27．2

28．8

28‘2

27．6

29.’

28．

27．7

27．9

27．5

27．2

塩
素
量

0”2

■
ｑ
－
ｑ

10

-15

20

底 陥

16．83

17．51

17．72

17．3

17．8

17．7

17．6

17．72

17．8】

17．87

17．87

17．78

17．75

17．84

17．8

17．8

17．7

17．6〔

17．9モ

17．8】

■
Ⅱ
ｑ
■
■
Ⅱ
ａ

0”1

10

15

2C

底 附

8．05

8．03

7．96

8.OC

8.0§

8.0｛

7.9（

7．95

8．07

7．89

7．84

8．14

8.1

8．07

8.0

8．13

8.0§

8．00

8．02

8.0：

海
況

波 狼

ウネ

水色

透明庇

水 間

0

0

暗緑色
3.om

9冊

褐色

6.2

i:

0

7

4.0

13

6.4

9.§

2．6

1（

。
ｊ
■

0

5.0

10

天
候

気圧

天像

雲 歯

雲 泥

風I向

風 土

気稽

ioi2.:

C

1（

St

ー

0

28．0

1010．9

b c

Cu

N E

30．1

1010.‘

bc

■
■
一
旬

C i

11I

31.5

1010．4

bc

4

Cu-Ci

ME

2

30．1

101().0

b o

Cu-C

K E

30．4

1010.《

b（

：

Cu

HE

30．0

カタクチ卵ノ
"

〃

'′稚伽

その他の魚9f

,，推力

甲殻月

その他の肋＃

1

1

2

1 7

一

一

2 3

一

ー

画
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■■申
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■■由

■■

1■■
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OS OS8 OS9 OS1( OS11 O S1 OS12 OS14 OS1

9－（ 9－§ 9－ 9－1 9 － 5 9－‘ 9－6 9－6 9－1

12－1

27．3

12－5：

27．7

13－17

28．：

14－0

28.8

14－38

29．5

15－0

29．9

9－48

28．3

10－05

28

10-30
－－．

28.1

26．7 26．9 27．1 27.〔 28．4 28. 27．8 27‘

26．6 26．5 27．： 26.8 27．8 27．8 27．1 26．1

26．4 26．！ 26.§ 26．8

26．4 17．8

26．1 26.§ 26．1 26.（ 26．8 26.8 26．7 25 27．2

17．7’ 17．18 17．8 17．7， 17．60 16．8； ,16．5： 15．34 16．4

17．7 17．87 17．7 17．6 17．60 17．2‘ 17．66 17.36

17．81 17．87 17．2 17．5’ 17．87 17．2- 17．82 17．7

17．98 17．7 17．5 17．87

17．95

17．8： 17．98 17．7 17．72 17．81 17．91 17．82 17〃 17．31

8．00

8．04

8．02

8．05

8．07

8．05

8.0!

8．11

8.1-

8．10

8.IC

8．05

8.1

8．14

8．05

8．18

8.2C

8．12

8．05

8．06

8.05

7．61

7．9

7．8‘

－－－

8．05 8.0§ 8．00 7.8

7．94

8．04 7．96 8.0（ 7．97 7．81 7．75 7．93 7.7 7．36

2 0

（ （ 0

7 暗緑色 緑褐色 暗褐色 緑糊色
3.9 6.2 10．4 6.0 7．6 7.5 4．4 1.‘ 0．9

13 24 11 19 18 1喝 1： 1

1009.
ﾛ

可

1009.〔 1009、

、

1009．1

bc

1008.9

bc

1008.

b（

1012．2

C

1012.1 1012.0
－－

C

1（ 11 10

Cl Cu Cu-A Ci Ac一Cu Ac-C Sも St SI

NE NE NE W 1 一

N1
４
０
■

再
ｅ
４
ｇ 0

29．1 30.8 29．1 29．9 30．0 31.C 28．0 27‘ 28．5

一
ー

ー ー

ー ー

9： 61 一一

一 ■ 二 ー 1画■ 6： 26 ー

一
ー 一 2．． 1 一

。
。 2 7 12 49 9（ 4

20 1§

一

一

ー

■■
■

一

一

《 2 ー 1 ー
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観 測鳶 OS・； OS2 o s : OS4 OS O S I

月 ［ 10－§ 10－4 10－‘ 10－4 10－ 10－4

時 分 10－0§ 9－5 10-2! 10-53 11－2 11－41

水

温

0”1

1〔

1§

2〔

底 庖

24．0

24．5

24．5

24.§

25．1

25.（

24．3

24．7

24.（

24．3

24．5

24．4

24．：

24．1

24.

24.§

25．0

25．0

塩
素
量

om

．、10

15

2（

底 侭

16．72

17．3』

17．58

17．2

17．5

17．6

17．52

17．7‘

17．81

17．70

17．75

17．73

17．7

17．8

17．7

17．65

17．8§

17．8を

ｑ
ｌ
４
‐
９
１
■

o m

1C

1§

2［

底 嗣

8．00

8．00

8．05

7．71

7.9（

7．91

7．94

7．97

7．99

7．95

7．97

8．02

8.()§

8.0t

8.0《

8．00

8．09

8．05

海
況

波誼

ウネ’

水但

透明、

水深

2

0

7

2.9打

8.5”

7.：

11．

0

7

4.5

11.§

5．3 6．1

、
９
Ｊ
●

0

6

4.0

ｔ
宙

天
候

気圧

天修

雲固

雲陥

風ia

風丈

気淵

1002.1

C

8

Cu

NE

2

21．5

1017．7

St

21．1

1017.’
j

q

S t

ー

（

22.（

1017．5

Sc－Cv

22.C

1017．

St-C

22．1

1017.（

J

，

I

St-Ci

N

け
。
凸

23．0

ネ
ッ
ト
採
集
物
⑮

カタクチ卵〕
B”

〃 C

,，稚魚

その他の魚ﾘI

,，稚魚

甲殻li

その他の肋9

ー

ー

4

一
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】

一

ー
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ー

ー

白
ｑ
〕

一

一

一

ー

ー
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■
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■

ー

ー
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ー

一

ー

ー

一
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OS'i O S8 OS OSII OS11 OS12 OSli OS14 OS1!

10－ 1 0－4 I10－4 10-- 10一4 10- 10－6 10－5 10－1

12－11 12－52 13－2 13－59 14-30 15－02 10－25 10－40 11－1；

23．2 24．7 24.§ 924．1 24．1 24．2 23.〔 23．1 22.§

24．5 24 24．5 24．6 24‘ 24．4 24．5 24.‘

24‘ 24．6 24．6 241 24．1 24．1

25‘ 25.C 24．7 24胃5

25‘

24．6 25‘ 25.C 24．8 24．， 24．7 24.（ 24.§ 25.（

17．76 17，56 17．7 17．8（ 17．5 16．8】 16．48 16．2 15．12

17．75 17．71 17．81 17．7C 17．6 17．3， 17．52 17．2

1178 17．71 17．67 17．7 17．2 17．5

1483 17．8‘ 17．6§ 17．7

118

17．84 i:8 17.71 17．7〔 17．8 17．51 17．67 17．7 17．0帽

803 8.1 8．17 8．15 8．01 8．05 7．98 7.6 7．60

8．08 8．11 8．17 8．18 8.1｛ 8.Of 8．05 7．94

8．21 8．16 8．19 8．II 8．14 8．04

8．21 8．18 8．19 8．21

8．2

8．14 8．1’ 8．18 8．17 8．11 8．15 8．11 8.0 7．75

3 1

1
1

1 0 （ （ （

6 6
月
Ｉ 灰色 厩癌伍

5.1 9.1 7.7 8.（ 8．3 3.5 3．6 1.4 1●5

12．5 24 2C 19．5 11 16 11．5 14 6

1017．1 1017.0 1017． 1016.〔 1016．9 1016． 1023．0 1023 1022．1

bc bc b《 C b c b’ bc

1 8
Ｉ
も 7

St-Ci-Ct Cu-Cユ Cu-C Cu-Ci Cu-Ci Cゴ C u c C i

nn 1! 〃｝ I NE NE NI

3 】

24.0 25.0 24．2 24．5 24 ､24． 21．0 21.（ 21.（

■ l■■ ー ー

l■ 2 51 7 0 1‘ ー

■ 11 4 ､3 28 11

■I
一 ー 一 ー

1 ＝ 一 。 ■ ■ 一

■■ l■■
，
Ｉ 1 ー

l■ 12 l■■ ー

1 1】 3 1（ 一
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観 測点 OS1 os: os; OS O S ! OS6

月 日 11－2 11－】 11－】 11－1 11－ 11－1

時 分 9－5 9－51 lO-l'i 10-4 11一山 11－42

水
温

om

Ｆ
閑
』

10

15

20

底 闇

20．

21

21．4

20．5

21．0

21．5

19．8

21．2

21.《

20.‘

20.（

-2,0．1

20．8

21．0

宇
一 ､白．20．8

21．2

21．3

21．3

蛙
雰
圃

om

Ｆ
閉
山

10

15

20

底 届

16．94

17．36

17．39

17．53

17．5：

17．71

17．58

17．87

17.80

17．6

17．8

17．8

17．8吋

17．81

17.(?’

17.81

17．96

17．88

0〃＆

10

15

20

底 掴

7．95

7．97

7．93

7．79

7.80

7．85

7．88

7．89

7．90

7.9（

8．01

7．97

7.く8

7.C9

8．0〔

7．95

8．0〔

8．00

前
３

波浪

ウネリ

水色
４
■ i明度
屯
』 〈3

4.1”

11〃

8．0

11.I

0

0

6

5.〔

12．5

3.‘

‘

q

1
』

．

3．2

0

0

7

4.§

11

ヲ
＃

凱圧

天候

3$fit

墾形

風向

風力

気温

1013．4

A<

19．5

1015，

C1

19．1

1014．5

C

9

Cu-St

0

19．4

1014．0

11

St－Cu

18．

101:,.

1（

St－Ci

一

1

20.0

1013.0

C

10

St-Cu

20．0

ネ
ッ
ト
採
築
物
煙
⑪

カタクチ卵A

〃I

〃（

〃稚魚

その他の魚卵

”稚鷺

甲殻類

その他の動物

I■■

一

ー

ー

ー

一

I

■

1

13

ー

ー

ー

一

一

’ 一
一

1－一

！ー 3
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当

一
一
一
一
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OS OSI O S OS1( OS11 O S1 osi: OS14 OS1

11－： 11－】 11－1 11－】 11←エ ･11－
－*

11－1 11－2 11－

12－1

21．7

12－46

22．2

13-21

21.‘

13－51

21.（

14－22

20．7

14-52;

20.‘

.10－11

20．8

10－25

20

10－50

21．0

21．9 22.§ 21.I 21.〔 20．6 20．9 21．4 21．3 21.’

22．5 21.‘ 21.（ 21．1 20.’ 21．5

22．5 21.‘ 21．0 21．2

21．7 22．5 21.（ 21.0 21．2 21.’ 21．4 21．4 21．4

18．0：

18．0‘

18．0ミ

18．02

17．9

17．8

17．6§

17.51

17．51

17．44

17．1

17．4

16．43

17．46

16．24

17．25

15．93
－1●一一－一一二

17．19

18．04 17．8 17．6 18．04 17．6 17．32

18．04 17．8 17．7 17．74

18．01 18．04 ユ7．9 17．8（ 17．75 17.5 17．54 17．40 17．1

8．00 8．06 8.1; 06 8．05 8．05 7．90 7．92 7．8〔

8．03 8．07 8．11 05 8．01 s.o: 7．95 7．97 7．79

8．0§ 8.1 04 8．02 8.0 7.9

8．0〔 8.1 03 8．05

8．02 8．1（ 8.1 8．03 8．07 8．0: 7．95 7．98 7．8（

。

可 0 0

1 1 （

6
“

｜

■

可

● 6 暗緑色

4．6 6.（ 2.1 6．5 7.8 7.（ 7.‘ 6． 4.（

8.§ 2】 18‘ 19．0 18．0 16． 11．5 1 3

1012. 1011．8 1011．2 1011．1 1011.〔 1010， 1013.. 1013．4 1013‘

C
4

1
b

1〔 1（ 10 1〔 1（ 2

s st St－Cu S1 Sも S Ao-Gu Ac-cu C1

■ ー 1 一 1 ■ 国

４
１ 0 0

19．1 19．9 20‘ 19．1 20．0 19.（ 19.C 19．0 18.!

1■■ 一 ＝ ー 画

ー

一

ー

ー

■

1

５
’
３

１
－
２

－÷ 一 一 己

ー ー ■■ ー ー I 1画■

1
一

画 ー ー

ー

1 ー 2 .■■

4 ー 一

I■■ 1 ー 一 ’一 311
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観 測と O S 】 OS OS OS4 OS‐ OS(

月 ［ 12－12 12－1 12-1! 12－15 12－1 12－1§

時 ク 12－2〔 9－5§ io-2: 10－59 11－2 11－5

水
温

om

10

15

2C

底 隔

13．2

13．4

14．5

12.』

12.:

12．1

13．

13.（

11．8

12．2

13.〔

11．8

11．5

11．0

11．：

11.’

10.

－11.‘

11．0

10．8

塩
素
戯

0”1

I
q

1〔

1§

2〔

底 隔

16．51

16．8〔

17．29

16．7

16．8

17．2

17．2

17．3

16．94

17．OE

17．3（

16．94

17．08

17．08

16．9

17．0

17．0

17．1モ

17．2：

17．2：

o〃

1〔

1モ

2〔

底 用

7．53

7．63

7．73

7.7；

7．71

7．81

7．91

7．91

7．83

7．87

7．99

7．89

7．9】

7．89

7．94

7.9：

7.9（

7.9§

7.98

7．93

海
況

波筋
ウネ’

水色

透明似

水 深

0

C

灰色
1.3772

9加

1.1

19‘

ｇ
ｊ
ｇ

2.1

11．0

1.§

9.〔

暗緑色
1.‘

9.1

。
‐
ａ

暗緑色
1．3

8．0

天
候

気圧

天候

雲制

雲形

風 向

風力

気温

1010．1

10

St

NE

7.7

1024.8

b〔

C1

NV

8．

1024．！

b〔

C:

H1

8.5

1024.】

bc

3

Ci

HW

2

．8．5

1024．0

bc

Ci

NW

8.‘

1023．

画

一
｡

C ゴ

N

．"・8．7

ネ
ッ
ト
裸
葉
物
⑬

カタクチ卵‘

〃B

〃C

”稚魚

その他の魚卵

〃稚魚

甲殻蕊

その他の勅勅

ー

ー

ー

ー

一

ー

】

一

一

一

ー

ー

一

一

■ー

ー

1 ■ ■

q ■ ■

一一一

やe一

一.

ー

一

ー

一
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OS7

12－1［

12－2屯

1且.こ

エュ・苦

1ユ‘

17．.36

17．52

17．36

7.9

7．91

7.9苔

黄緑セ

1.2

10．0

1023.C

Ci

N：鍔

9．3

0s

12－1§

12－5

14．1

14．1

1召.I

15．5

15．4

15．1

17．.5i

17.6

17．9

17．9

18．0‘

18．0‘

8．08

8.0．冒

8.0ユ

7．99

7．9堂

7．99

2.5

24．1

1022．

侭
〕

MV

9.9

OS!

12－1：

13－24

13．3

12．9

｜ユ2．9

13.（

17．5且

ユ7．44

17．4皇

17．5豆

暗緑色

1.7

18．0

1022.（

13．0

17．4‘

8.0三

8．07

8.0墓

8.oz

8．06

C皇

OS10

12－1三

13－5.具

エ4‘

143‘

1m.Z

14‐

14．

17．r>i

17．Sl

17．51

17．8

17．5

7．91

7．91

7．9；

7．94

7.9：

4.1

20‘

1021．5

AC

10‘

一

一

O S1

エ2－1

14－3

12.号

13．3

14．N

14.：

13．面

17．19

17．32

17．4（

17．4ミ

17．6!

7－9．1

7.9宮

7．92

7.9：

7.9雲

暗緑色

1．8

19．0

1021.

Ac－C,』

10．0

OS12

12－1［

15-0J

，12．4

12．2

13.ユ

13．4

13‐4

16．50

17．1号

17．36

17．64

17．.50

7．7号

7.8皇

7.9畠

7.9ご

7．9言

暗緑色

1.2

18．0

1021.0

bこ

10．8

OS1

12－1苫

11－59

12．.；

・・14.§

14．1

16．7

16．8

17．2

17．4

7．6唱

7.7

7．71

7.7ミ

暗隷色

3.］

13.‘

1010

1（

S

N

7．8

OS1

12－1：
－ ．

11-38

12.［

13.君
－

15－0

15．足

16－92

i7.oe

17.36

175豆

7.5二

7.8三

7．87

7.8遥

暗緑色

2.3

15.C

10I0.!

10

S十

7-8

3

OSIE
－■

12－12

11-二万すI
－－

12．8
一

－■

12.急

16．3？

16.．94

7．2弓

7．42

0

灰色

1-7

5．0

1011．4

10

Sも

BNB

7.3



定 置観測
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点・』大阪府水産試験糊羽衣地先

法．海洋､気象 観 測 法 に 準 拠 盤 ムー..：一
fp,

采粥'我気象､海況旬別定慨観測表
P．

第2我風向、風力表

節3表波浪、天候､，日数炎及び月別、水温、気温、比亜の推移菱

帆
．
観
観

測 地

測 方

測‘・結
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第1表気象、海況、旬別定侭観測表

気温

上 旬 7．

中旬 6.5

下 旬 4．5

月平均 6.0

上 旬 7．1

中 旬 7.6

下 旬 8.5

月平陰 7.7

上 街 11．

中 便 10．

下 便 9．6

月平鯵 10．

上 個 11.

中 衡 12．

下 街 20

月平陸 ユ4．7

上 価 18．4

中 伺 20．7

雨蹴 湿度

9.3 61

33． 7：

7.2 61

50．4 6I

6‘

12． 6:

73，3 81

86．0 61

79． 8

20. 6’

9．6 6‘

109.3 71

47． 7

14． 6‘

8．2 6

69． 6‘

25．5リ 6

51．3 6’
－－~一一一一~

10

月

1

月

11

下 便

月平姓

上樹

中衝

下何

月平陰

上何

中伺

下何

月平j台

上質

中何

下個

月 平蛤

上何

中有

下宿

月平陰

上何

中何

下何

月平姓

上何

中有

下街

月平陰

上便

中街

下何

月平姓

i年平均
一 一一

19．0

19．3

23

23

24

23

23

28

31

2

30

29．

29．4

29．？

29．

24.7

23．

25．7

21．1

20．2

18．

19．

15．2

13．

8.9

12．

7．5

7.8

6.8

7.3

17．

58．

135．二

86．2

45．0

29．

160．？

261．

8．2

269．

7･5

219．

23．

251．

3.0

124．色

56．6
一＝一寺－－

184.2

9.8

40．5

10．

60．7

2．5

11．

15．

29．7

1､0

3．5

0.3

7.8

1614.

6’

8’

7‘

8

71

7’

69

61

7

6‘

7

6，

6‘

6’

7

6’

681－

7

71

7

71

71

81

71

71

61

71

li

61

7’

蒸発

1.9

2．】

1．唱

1．5

2.1

1.1

1.4

1．〔

1.1

2.（

り1
~Gd

1.1

1.（

1.1

1．1

1．I

2.（

ワ：
＝凸も

1.：

1．1

1.（

1.（

1.：

1．：

1．：

1.：

2，8

1．7

2.：

1.：

2.（

1.（

1.§

1.：

1.3

1．4
－－－

1．0

1．：

1．］

1．1

0.［

0.（

0．1

0.1

0.§

0．3

0.4

0.【

1．1

気圧

1017.4

1019．5

1023．2

1020．1

1018．2

1019．号

1019.'

1019.3
一一寺■●－－

1015.9

1012．

1014.§

1014．

1016．4

I014.1

1013.§

1015.（

1013.’

1015．§
－

1012．2
一~

1013.7

1009．

1011.i

1007．：

1009，4

I006.I

1011.§

1011.（

1009.(

1004．3

1007．：

1011．8

1007.'

1010．：

1009．

1009．ご

1009.

1019.’

1012．5

ユ018．2

1016.

1019．，

1018.§

1021.

1019．1

1021.（

1018．0

1021↑（

1020,!

1014.:

海 況

水温

8．】

7.§

5.（

7.：

7.1

8.1

9．1

8.（

9.（

8.〔

10.

10.

11．1

12．：

16．1

13.｛

16.

18．

17．

17.

19．

20.‘

24.’

21．1

21．4

26．1

30．：

26．‘

29．

28.｛

27．2

28･《

29.（

26．2

24－2

26－5

23．

21．1

19．

21．

18．

17．

13，（

16．1

11．

11.

10.

11．

17．

比 重

19．14

18．3ミ

18．7：

18．7；

21．21

21．8；

2i.o;

21．31

18．2：

21．0:

19．7．

19．6・

20．9‘

20．2雫

20．8

20．6

21．24

17．81

20．4

19．8

19．4

19．8

17．7

19．0：

16．8

12．7

13．5

14．3：

20．5；

18．0：

21．5〔

20．1：

21．8W

21．4号

21．05

121．46
一＝弓

22．92

20．34

20．36

21．12

22．6：

21．51

20．05

21，43
－

17，53

21．0

20．2，

19．6

19．7



第2表風向℃風力表

風 値 風え

風位 回濁 風力 回農

12 35.‘1 12 35．

N¥1 2 6.（ 12 32．K

6 18． 5 15．4

iisv; 1．4 3 8.：

wna 1．4 19 5．：

E 1 4.〔 1．1

4 11． 0.8

4 12． 0.〔

0.唱 364． 100．〔

ENE 1 3.3

HNE 2.2

SW 11．4

NNW 1．

S S 0.§

36 100.〈
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鰯3没波浪、天候、日数表及び月別気温、水温、比亜の推移変

一一一→水温

。･･…｡,……‘‘気温

一------比亜

埋
亜

温
Ｃ
釦 －－－－脚C

＝－－

一一年【_殉
亜凹一‘ 一

一一一卜111四一一．

‐

1 23456789101112月

-148-

ー●

天 候

天候 回激
副
‐
ｊ
ｑ

71 20．0

b 1 4 1 39．8

101 29．7

3I 10．5

計 36ィ 100．0

波 砿

波 浪 回数 %

（ 17： 47．3

81 24．5

4】 11．3

Ｊ
ｑ
四 32 8.8

‘ 2〔 5．4

ロ
ワ
△
句 1.6

0.5

1 0．3

I 0.3

計 364 100．0



|湧冊“調≦
鯛:駕琴駕鯉縦簾鷲空く蟹嬉よ…腫…．…≦

塩素品は表層で16．60”0，5”厨で16．90”0、唾0"幅で』7.300/60

｡享巽鷲|…霧…"……

･周:懸蓋撫墓箕:懸鴛競輪淵:ヂ．鱈"。

クルマエビ、

小

メイク

オ

赤

,』ミシー

イイ

シエサ エビ＝1日1災当り3足～5尾である。

ピー1日1隻当り12彫で例年並がやや多い。

イー例年よりやや多く1日1笠当り8噂-"10町

ゼー例年並みの漁業で1日ユ隻当り8噂

ター例年並みがやや少い。’隻当り4～5彫

、．＝例年よりやや少く、1隻当り5～6鞠

．＝1隻当り41噂前後で例年並の漁狸であった。
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タコ壷漁業

タ．－週1回位の割で出漁し ているような状態で’日’隻当り5

彫～7搾度で例年並の漁獲である。

囲刺網漁業

コノシロ、スズキ、ボラ等を漁獲の対欺にしているが、今月は殆んど漁獲がないよう

である。

ノリは終漁期に入って持ち直し、脇ノ浜では例年に近い漁獲が上っている。樽井では

浮流しが全部であるため予備網がなく冷凍網も品質が悪いためか全く期待外れに終っ

た。

3月：3jjも底曳網が主で、その他建網、タコ壷、1本釣、又イサリ（対製ワカメ）等も行わ

れている。

漁場は底曳網（深日沖～淡路沖）、建網、タコ壷、1本釣（尾崎～小島）である。

底曳網漁業

エビ（トピアラ）＝1月～2月頃までは割合多く漁獲されていたが（1隻当り10町

仙後）3月には1隻当り4彫～5彫に減少し例年並となった。

マアナゴ＝2～J年前より増加の傾向で多い日は1日1聾当り60噂～70

彫も少い日は10噸2度で漁獲の変動が激しい。

ｶﾚｲ(ﾒｲﾀ･ﾏガﾚｲ)一昨年は1日’隻当り平均’0～’5町程度の水揚げがあった

が、今年は平均4～5町で昨年はマガレイが多かったが今年

は少ないようである。

建網漁業

メイタガレイ＝1日1隻当り4町～5唾例年並の漁獲

タコ壷漁業

クコー1日1隻当り4彫～5“水揚げである。例年4月頃から小さい

（1001）ものが漁猫されるが、今年は3月頃より狸れ始めて

いる。小さいタコが多いようである。2000～3000のタコ

は5月頃でないと本格的にはとれないようである。

1本釣漁業

タ．＝1日1隻当り5町～6町の漁穫で例年並である。大きいもので3

町､小さいもので1500で小さいものが多い。
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ガシラー例年並の漁捜で1H1型当り4町裡度。大きいもの4.0o9、小

さいもの1009

メバルー例年並の漁獲で1日1隻当り4噸里皮．

いさり漁業．;;I，‘増

-i;:!.ワカメ=ワカメは昨年に比し相当悪い。昨年は1日1隻当り400KS~

600町もとれていたか、今年は多い時でも4噂～8轄度であ

った。．，‐
ob

3月頃までは漁業秘、魚靴共に大した変動はないが、4月に入りハリイ力の漁期に入る。3

月終りには底曳網により少倣とれ始めているが、本格的にはイカ巣網で漁独される。その他1

本釣でも漁獲される。

41年4月～6月海況、漁況

海況

4月：水温は表層平均10．8．Cで例年より1．5．C低く、昨年とあまり差はなかった。5打2、

iom層でも同餓の傾向で例年よりやや低く昨年より商めであった。

塩累量は表闇17.00銑；．、57"胴17.50.銭、10"1個17.60銑で例年

及び昨年とほぼ岡槻であった。

5月：水温はこの月に入り急上昇し、及隔で17．0℃、5刀J隅で16.2"C、ion堀で14．4

．Cと夫々例年及び昨年に比し1～3．C高めとなった。

塩素量は表層で16．30紬、5m屑17．20鉛、1O.mHl7.8O紬と例

年並であった。

6月：今月の水温も表燭20.0°C､5加隔､,10m届はそれぞれ19.0℃で例年より1，0°C～

l.S-C、又昨年とでは淡胴10叩旧が1.0-'C低めであった。
、

塩素量は先年に比しても1.00銭～1.釦鉛低めであった。

漁 況'¥ '.,叩＆

4月：4月に入り漁業顧頚もぼつぼつ期えて来ている。，

定置網、いか巣網、えび漕ぎ網等がそれである。又底曳網、i鯛、たこ壷、いさり等の

漁業も行われている。漁喝は底曳網､えび槽ぎ網等は淡輸沖10Km～20Kmの所で

操業、その他の漁業は泉佐野～淡輸の地先が主漁場で、全般に漁期は半月～約1ケ月近

く遅れている。
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定倒網漁業

かれ

すず

たな

この し

い＝1日’災当り7彫で例年並の漁狸であった。
b，

き＝1日1災当り9聴1後で初期の漁獲戯としては例4職鐸やや多い穏庇

ご＝例年より多く1日1隻当り15噂程度の漁痩

ろ＝’日当り10町程度で例年より少いが、これから及場に向い本絡的にとれ

る。

ぬ＝1日平均2彫で例年より少ないようである。ちぬ＝1日平均2暇で例年より少ないようである。

いかす網漁業、

はりいか‐去年はいかす網により20彫程度の漁獲があったが、

3噂～4噂の漁獲であった。

えび漕網漁業

えびじゃこ＝漁場が淡路近海のためか去年より多い漁穫である。
01．，1f,,

きす＝1日1災当り5鱒～7町で例年よりやや多い。

えそ＝1日1隻当り5聴可後で例年並である。
'－，i･も･

まいか＝1日’隻当り3噂－4睡例年並・
灯、

しやこ＝1日1災当り15Kp~<20彫で例年並癖やや多い｡
.0『勺一？I七1

．あり3だがれい＝,日，隻当り3曜度

底曳網漁業
．《。

，いﾞ：：≠魚．

しらさ・車えび＝1日1隻当り2姪度の漁獲で去年よりやや多い。

えび（とぴあら・えびじやこ）＝1日1隻当り40噂から多い日は5
b､?･-..9,．

めいたがれい＝’日1隻当り10恥1後の漁鯉で昨年よりは多い。

おこぜ－1日1隻当り5噂の漁獲で例年並

した＝1日1隻当り3町で去年よりやや多い。

まいか＝去年よりやや多い程度

姐綱漁業

かれい－1日1隻当り20噂で去年より多い。

あぶらめ＝1日1隻当り5噂で例年並
：‘，、

めいたがれい＝’日1隻当り5噸で去年よりやや多いd

はりいか=去年3彫程度であったが今年は5噂の漁盤で、い力

たこ盗漁難

今年は1日1隻当り

o彫の漁獲

いかす網より多い。
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たこ＝1日1隻当り20彫､多い日で30噂の漁狸で去年より多い。

いさり漁業

わかめ＝1日1隻当り25町程度護れているが去年より少ない。‘‐

5月：先月に引桃き約半月程遅れているようであるが､､漁業秘類は先月と変りなく、底曳網漁

業、えび漕網漁業等が行われ、漁場は淡翰沖1o恥～20恥で操業、又定世綱漁業

建網漁業、たこ壷漁業、いかす巣網漁業等は尾崎から深日の地先を主な漁場としている。

これからはみみいか、ひいか等の撒力蛾え、はもすずきがぽつぽつ護れだす見込み。

底曳網、えび湖綱 は 去 年 よ り 漁 狸 が多い。．．‘I・

底曳網漁業

しらさえび＝1災当り少ない時は5～6尾、多い時は10尾程度で例年並の漁漉である。

えびじゃこ＝’災当り7噂～ioKyで例年並がやや多いようである。

かに＝今月に入りとれるようになったが、全体で少ない日は2尾、多い日は10尾

尾湿度であった。

はりいか=例年より少なく､1災当り2壇へ〈3‘噂の漁狸

した=今月に入り少なくなっており、少量とれている程度

まがれい＝今年は例年より少なく、1隻当り1．5“庇

めたいがれい一例年よりやや多く、3噂-,4噂の漁狸であった。

おこぜ＝例竿並で1隻当りiKs～2嘩呈度

しやこ＝例年並の漁獲で1災当り30噂の漁漉であった。

手長だこ＝1災当り’0噂-,’5町の漁狸で例年並であった。

さるぽ、赤貝等は先年より少なかった。

えび漕網漁業

しらさえび＝例年並で1災当り5～6尾程度

えびじゃこ＝1隻当り20彫の漁換で例年よりやや多くとれている．

あなご＝例年並かやや少なく1坐当り2畷i後

はりいか＝例年並の漁獲で1災当り5聯の漁獲

手長だこ＝ﾕ隻当り5噂程度で例年並であった。

めいたがれい＝例年並の漁痩で1隻当り2坪程度

きすご＝ユ災当り2噂で昨年よりやや多い。

えそ＝1隻当り2湾～3彫で去年よりやや多い。
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みみいか・ひいか＝1隻当り2呼・-3噂で例年よりやや多い。

しゃこ＝1隻当り2躍度で例年並であった。

定枇網漁業

このしろ＝先月には割合多くとれたが、今月には少なくなっている。

こあじ＝例年並かやや多く、100睡度の漁獲であった。

すずき＝40彫の漁穫で例年並かやや多い。

ちぬ一先月より多くとれるようになり、’0彫～’5彫の漁獲であった。

建網漁業

石が：れい＝1隻当り5噂－，10噂の漁狼で例年並かやや多い。

きすご=少ない時は3彫､多い時は10噂で平均5噂～6噂の漁獲で例年並であっ

た。

がっちよ＝1災当り6彫の漁獲で例年よりやや多い。

たこ壷漁業

たこ＝1隻1回当り50噂の漁漉で例年より割合多い。

いかす網漁業

はりいか＝今月に入り多くとれるようになり、1隻当り20噂の漁獲で例年並であっ

た。

6月：イナー時期的にやや早く、1隻当り50彫～70彫

セイゴ＝例年よりやや多く、1隻当り12彫～15町

ポラー8月～9月にならなければ本格的には狸れない。

コノシロー毎年漁猶量が“>している状態で昨年の3分の1程度で大阪湾北部に

多い。

サパー昨年は少なかったが、今年は多く大きさi3cm位のものが多量に漁猫

されている。

カタクチイワシ一ぼつぼつ漁獲され始めた。

1統当り平均2,500町～3,000噂の水勘で、大きさはiocm~

13C凪大きいものの殆んどはハマチの餌料となる。

41年7月～9月の海況、漁iS

海況
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7月：水温は各側とも例年より2．0庇～4.0度低く、昨年とでは3.0庇～約8.0､皮低ぬであっ．・

たc

塩素最は昨年の表層以外は各耐ともに差はない。

8月：先月より水温も高くなって来ているが、例年、昨年より2.0度前後低めであった。6月

から8月には例年にみられるような水温の上昇庇合がゆるい。

塩素慨は今月は例年、昨年に比しても殆んど差はない。

9月：先月は低めの水温が、今月にはやや高温のようであった。

塩素量は例年、昨年に比しあまり差はなかった。

漁 況．，

7月：底曳綱漁業

モガイ＝漁場は泉大津～貝塚沖で1日l災当り20噂狸度

シャコ＝例年並の漁謹で1隻当り20噂．n:鍔､：

エピジヤコー1日1隻当り2.0彫～2.5彫で例年並

定撒網漁業

セイゴー’統当り30K，～4oKyで例年並

ボラ＝5彫の水陽で例年より少ない

小アジー般近鮭が少なくなり15l噂淫度

サバ=最近やや少なくなった。40噂､－501Vで大きさ15cn～18cm

コノシロ＝3彫程度で例年より少ない

ツバスー去年は割合多く漁拠されたが、今年は殆んどとれない。

いわし巾蒋網漁鴬

カタクチイワシ＝12，000町～15，000彫の漁捜で体長12”～i3cmの大型のも，

のがとれていたが下旬には6“～10cmのものも混盤されるようにな

つだ‐

8月：板典網漁業

エピジヤコ＝1日1災当り約20彫で例年並

タコ－1日1隻当り1．5彫で例年並かやや少ない

アナゴ＝1日1隻3彫の漁換

ウオゼー去年より多く、1日’災当り10彫前後の漁漉

述網漁業

-155-



キス＝1日1隻当り5噂～6町で赤潮の影響で1時的に多量に樋れた。

カレイ＝1日‘1隻当り1OKαで般近は赤潮で少なくなっている｡I

カワハギ＝8月中旬頃に1～2回出漁し、大きさ7cm程度のもの力戦れていたが最近は

とれない。

いわし巾糖網漁業

カタクチイワシ=最近漁獲が少なく4.000噂～10.000町程度

9月：板率漁業

エビ＝1日’隻当り20恥ｳ後で例年並

アジー1日1隻当り’0噂～15噂で例年より少ない

タコ＝例年より少なく、’日1隻当り10噂程度

エソ＝10晩1後の溌唖で例年より少ない

ウオゼニ例年並の漁璽で’5噂､－20彫

アナゴ画1日1隻当り15礎度例年並・

キス＝1日1隻当り15彫～20彫で例年並

ハモー1日1隻当りやや多く2omi後の漁痩

いわし巾肴網漁業

カタクチイワシ＝漁甥は泉佐野以北で平均20,000彫で多い時は30,000噂大き

さは最近小型のものが多く7”～8”で殆んどが煮干に加工

41年10ﾉj～12月の海況．漁況

海況

10月：先月には水温も高めを示したが、今月も各屈ともに例年、昨年より1．0～2.0度高め

であった。、

塩素陵は表層のみ例年、昨年より高めであるが、他の層は例年、昨年とほぼ同じであ

った｡

11ﾉ]:水温は今月も引き続き各閣ともに例年より1.5度～2.0度高く、昨年より1.0～1.5

庇imめである。

塩素職は今月は各脳ともに差はなく、例年、昨年とほぼ同じ値を示した。

12ﾉ]:今月は水温も急下降をたどり、各個ともに例年より2.5～約3.0度近く低く、

昨年とでも2.0度～2.5度低くなっていた。
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塩素瞳は各圃とも例年、昨年に比してあまり差はなかった。

漁況

10月：カタクチイワシ＝岐近は例年になく小さいもの（3”）が多く、平均1，500彫の漁

捜である。

コノシロ＝多い時900Ky~1,0001螺少ない時は4Ol噂程度で、平均3001’～

400彫で例年並かやや多い。

セイゴ＝多い時は120町の漁漉、平均80噂～90噂で例年並鍋

サバ=平均300Kĵ -450曝多い時は1.5000彫で例年より多い

11月：モガイ＝ぼつぼつ漁期に入り、例年並の漁狸

石カレイ＝最近の漁秘は多い時で3OIv－曾401砿少ない時は10彫で例年並かや手

1,.'.
少 ない．’‘，、

セイゴー例年に比し割合多く、少ない時20彫～30聴多い時は300l●程度の裳

獲

12月：カレイ＝1日1隻当り15町で例年並

アジー1日1災当り8町で例年並

タコ＝今年は小さいものが多く、1日1災16彫の漁狸

エピジヤコ=ini坐当り201’－．30噂で例年並

シダ＝例年多少の漁猶があるが今年は殆んどとれない
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大阪湾東部沿岸栄養塩調査（第2報）

目 的

前年度は分1斤方法に暗さくに終始したが、今年度は分析方法を統一し、風査地点は藻類養殖区

域において再検討したうえで実施した。

方法

調査地点は40年度に

ノリ又はワカメの養殖を

実施した水域で次の7地

点である。（第1図）

I貝塚

Ⅱ田尻

Ⅲ樽井

Ⅳ尾 崎

V下荘

Ⅵ淡輸

Ⅶ 深日

このうち1，Ⅱ、Ⅳ、

Ⅵはそれぞれ海洋観測の

地点0S4，5，6，7

でありその他はその中1m

の同一線上にとった。

採水は毎ﾉJl回海洋観

測の際、表刑と庇肘につ

いて行い、冷蔵服に保存

して翌日と翌々日に分析

必
篭
轟
グ

《

大阪湾

｝/60万

〆~～ 深日

第1図採水地点

した。分折項目と方法は次のとおりである。

::酬蝋墓1
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画
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光砿光度計で比色宝冊李

Si01．2．4アミノ・ナフトール・スルホン駿法

CIM ohr法

PKガラス電極法

ー r ■ ー 《
■

結果および考察I：、”

分綜繕果は付淡に示iと蓋'である｡これより岬Ⅲ．M0-N,11偽ごIを合したもの≦
全N量としその時のP0̂ -Pとの比率を求めてみると、第'表､鰯2表の如く全窒紫量､燐酸皇

もに北部に多く南部に少ない｡又全N品の多いのは12～1月で500～ラ60r/2、少な､ニ

のは5月で-10～80l城となっているon/Pは北部の貝壊C1)では6～8で､南部で皇

3以上ある。これらの,ことからノリ、ワカメ等の饗殖をしている漁協地先の海域は妊適蝉躍迄

を含んでいると言える。又Si02は7～8月に多くなっている。・・

第1表地点男呼均,しや畠一§ず

●
声

第2表月別平均Il/p

要約

栄養塩は北部に多く、南部では低くなる傾向があるが、南部でもかなり多いことから大阪湾東

部沿岸は藻麺養殖に好適な栄養状態であるといえる。

(吉田俊一〕
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